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白平戸市役所も参加しています。

◎今月の表紙

◎人口の動き
■平戸市人口／35,655人（－11）
　男性／16,733人（＋12）
　女性／18,922人（－23）
■世帯数　14,390戸（＋6）
※（ ）は、前月との比較

平成24年3月1日現在

　３月10日、11日の両日に
「東日本大震災復興支援チャ
リティーイベント」が開催さ
れ、チャリティーコンサート
や現地写真パネルなどを展示
した企画展、宮城県石巻市の
特産品販売、親子防災ワーク
ショップなどが行われました。
このイベントで集まった義援
金21万円や飲料水311本な
どが、被災地へ送られました。

　このたびの人事異動で広
報担当を離れることになり
ました。担当した２年３カ
月、取材で平戸の魅力を肌
で感じ、もっと知りたい、
もっと知ってもらいたいと
思うようになりました。そ
して、多くの人と出会うこ
とができ、いろいろなこと
を体験させていただきまし
た。全てが貴重で忘れられ
ない経験と財産です。取材
などでご協力いただきまし
た市民のみなさんに、心か
ら感謝申し上げます。

　気温が上がり、港を吹き
抜ける風も柔らかく感じる
ようになりました。春です。
市内を車で走っていると、
寒かった冬から目覚めるよ
うに、枝いっぱいに咲いた
梅の花や、ハクモクレンの
花を見ることができました。
ほかにも、桜、ツツジ、チ
ューリップと春はいろんな
花が咲きます。色とりどり
の花は私たちを和ませてく
れます。花のようにパッと
明るく新年度をスタートさ
せたいですね。
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白岳は平戸島の北端に位置し標高
250ｍの山です。頂上からは、360度
の景観を楽しむことができ、平戸瀬戸
の先には、壱岐や対馬が望めます。

平戸島最南部にある志々伎山は、標
高は347ｍで九州百名山の１つ。特
徴的な山容を持つ姿が古くは、航海
時の標識の役割を果たしていました。

大正７年完成の田平天主堂は教会作
りの名人・鉄川与助が棟梁となり、海
岸からレンガなどの建築資材を運び上
げ、３年をかけ完成させました。

大根坂地区では、海から山間部にか
けて美しい棚田が広がり、秋に実り頭
を垂れ黄金色に輝く光景など、四季
折々に異なる表情を織りなしています。

西海国立公園に含まれている標高200
ｍに広がる約30haの草原です。頂上
からは平戸瀬戸や九十九島など広大
なパノラマを望むことができます。

生月島の最北部に位置する大バエ灯
台は100ｍ程切り立つ大バエ断崖の上
に立つ無人灯台です。全国的には珍
しい、展望施設が付いている灯台です。

日本の快水浴場百選に選ばれた白い
砂浜が１kmにも及ぶ海水浴場です。
透明度も高く、毎年この美しいビーチ
を求めて、多くの人で賑わいます。

平戸ザビエル記念教会の屋根と十字
架、光明寺、瑞雲寺の瓦屋根が同時
に見える景観は西洋と東洋の文化が
調和する平戸を象徴するスポットです。
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大バエ灯台大バエ灯台

大根坂の棚田大根坂の棚田

川内峠川内峠

根獅子の浜海水浴場根獅子の浜海水浴場

白岳からの眺望白岳からの眺望

上段の野から見る志々伎山上段の野から見る志々伎山

田平天主堂田平天主堂
教会と寺院の見える風景教会と寺院の見える風景

大バエ灯台

大根坂の棚田

川内峠

根獅子の浜海水浴場

白岳からの眺望

上段の野から見る志々伎山

田平天主堂
寺院と教会の見える風景

市内景勝地８カ所を「平戸新八景」に決定！
　昨年6月から9月までに応募があった候補地77カ所の中から20カ所に絞り、平戸観光協会のホームページで全国投票を
行い、特選８カ所を決定しました。ぜひ、この機会に市民のみなさんも各観光スポットへ足を運んで、素晴らしい眺望や景
観を楽しんでみませんか？もともと「平戸八景」とは、第10代平戸藩主松浦熈公が平戸領に点在する奇岩などの景勝地から８
カ所を選定したもので、今でも県北地域（いずれも佐世保市内）に残っています。

決定

平戸

新八
景
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平成24年度当初予算
最後の卒業式　そして閉校
まちのできごと
市民のみなさんの自主的な活動を応援します
南安市訪問記・平戸遺産～一部氏屋敷跡～
平戸瀬戸市場オープニングイベント
観光インフォメーション
みんなの図書館

黒田市長の平戸初体験記・カピタン日記
市長のトップ対談シリーズ12
まちのひとびと
市民の声・読者プレゼントコーナー
健康・福祉いきいき通信Vol.21
平戸市からのお知らせ
情報ひろば
人口の動き・編集室からひとこと

　大バエ灯台 　根獅子の浜海水浴場 　寺院と教会の見える風景

　田平天主堂 　大根坂の棚田 　川内峠

　白岳からの眺望 　上段の野から見る志々伎山

東日本大震災復興支援チャリティーイベント
～親子防災ワークショップ　はしご車によるはしご搭乗体験～

「
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大
丈
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？
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っ
た
か
な
？
」 お問い合わせ

観光課観光振興班
　　☎内線２２７３
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＊平成17年度から平成22年度は決算額
　平成23年度および平成24年度は決算見込み額

▲水の安定供給を継
続するための水道事
業。大島地区、田平
地区の基幹改良事業
の実施をはじめ、安
全で安心な水道水の
安定的供給に努めて
います。

▲大島との交通手段
を確保している交通
船事業。
　今年２月から１日
４往復から５往復に
増便し、利用者の利
便性の向上に努めて
います。

▲地域医療を担う病院
事業。超高齢化社会に
対応した地域包括医
療・ケア推進のための
安定した診療体制の構
築に向けて、より一層
の地域医療の充実に努
めています。

「まち」・「仕事」・「人」づくりに使うお金

■予算とは？

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

農業集落排水事業

宅地開発事業

電気事業

53億8,944万円

3億9,951万円

38億6,124万円

1,374万円

756万円

2,094万円

－2.1％

6.0％

5.6％

－28.5％

－37.7％

2.5%

水道事業

病院事業

交通船事業

13億9,361万円

25億2,462万円

1億9,880万円

－1.4％

－1.6％

15.1％

　民間企業のようにその事業の収益で経費を
賄って仕事（サービスの提供）をする予算です。
市では、3つの企業会計を設置しています。

特別会計予算
97億358万円
（構成比25.4％・対前年度比1.0％増）

　特定の事業ごとに経理、運営する一般会計
から切り離した予算です。国民健康保険や農
業集落排水事業など、主に保険料や使用料な
ど特定の収入で事業を実施します。市では７
つの特別会計を設置しています。

　予算は、市の1年間の収入と支出の計画です。これを見ると市がこの1年間にどんな仕事をするのか、まちづく
りの方向が見えてきます。
　家計に例えると「1年間の収入がいくらで、何にどれくらい使うか」というものを示したもので、給料などの収
入を「歳入」、食費や生活費などの支出を「歳出」といいます。市の予算は大きく分けて「一般会計」、「特別会計」、
「企業会計」の3つの予算に分かれています。

 当初予算の総額382億3,060万円を、平成24年3月1日現在の人口35,655人で計算した市民１人当たり
の予算額は107万2,237円です。市の予算は、市民のみなさんと行政が一体となってまちづくりに取り
組んでいくための設計図です。その予算の内容について説明します。

会計名   　　　　　  予算額    　　 対前年度比

02

　福祉、学校教育、ごみ処理、道路整備、消
防など市の行政サービスの基礎的なことを行
う会計です。大部分がこの予算に含まれてい
ます。

一般会計予算
244億1,000万円　
（構成比63.8％・対前年度比2.7％増）

01 企業会計予算
41億1,702万円
（構成比10.8％・対前年度比0.8％減）

03

あづち大島
いさりびの里事業 1,115万円 6.0％

会計名   　　　　　予算額（※）    　　対前年度比

平成24年度平戸市施政方針 予
算
で
み
る
平
成
24
年
度
の
平
戸
市
の
仕
事

平成24年3月平戸市議会定例会において
黒田市長は平成24年度の施政方針を述べ、市政運営の基本方針を表明しました。
その内容から市政の目指す方向性と主な取り組みを紹介します。

　平成24年度当初予算は、健全な財政運営に配意しながら、「平戸市総合計
画」の基本理念の創造に向けて、共通目標および基本目標を予算編成の柱とす
るとともに、『更なる連携と協働によるたくましいまちづくり』をキャッチフ
レーズとして、限られた財源を重点的に配分し、予算を編成しました。平成
24年度一般会計当初予算は244億1,000万円、対前年度比2.7％の増となり、
合併後最大規模となっています。この大きな要因は、将来の財政負担を軽減
するため、思い切った「市の借金返済の前倒し」（繰上償還）によるものであり、
これを除く実質的な対前年度比は、0.8％の減となっています。

　市では、行財政改革として、さまざまな取り組みを行っています。
　予算編成においては、毎年経常的に発生する経費の削減に取り組んでおり、
平成21年度と比較して平成24年度までに1億4,400万円の削減を行っていま
す。また、人件費（一般会計および特別会計）をみますと、部制導入（機構改
革）をはじめ、副市長の１名削減や区長（特別職）の廃止、退職不補充など、平
成21年度と比較して、平成24年度以降２億6,000万円規模の人件費の削減効
果が毎年期待できます。
　こうした経費を削減する一方で、重点分野に予算を配分することにより、
新規事業として「自主防災組織育成事業」をはじめソフト事業を24事業、「鄭
成功生家再現整備事業」、「総合情報センター（仮称）整備事業」をはじめハード
事業を16事業創設するとともに、「観光トップセールス事業」、「地域子育て
支援拠点事業」および「学校図書教育充実事業」など、事業の拡大も図ることと
しています。今後とも平戸市の将来を見据えた長期的展望の中で、市民サー
ビスの向上のため、引き続き職員の意識改革と行財政改革に積極的に取り組
むことで、市民が満足できる施策を実施するための財源の確保と持続可能な
健全財政に最大限努力していきます。

　市の借金は、平成24年度において14億
7,200万円の前倒し返済を行うことで、平成
24年度末では290億円となり、合併時から
すると約14億円の減少となる見込みです。
この借金残高は全て市税で返済するものでは
なく、約４分の３（74％）は国の地方交付税
などで後年度において措置されますので、こ
れを除いた実質の借金残高は、約４分の１
（26％）の77億円となる見込みです。
　また、今回の前倒し返済によって、今後支
払う予定であった利子1億2,500万円が節減
できます。　

市の将来を描く将来を描く新年度予算新年度予算がスタートスタート市の将来を描く新年度予算がスタートします！

平戸市長　

黒田　成彦

お問い合わせ
財政課財政班
（☎内線2355）

■「堅実かつ積極的」な予算

■最大限の市の借金の前倒し返済

■毎年２億6,000万円の人件費削減で市民サービス向上
※予算額は、収益的支出額と資本的支出額の合計
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◎市の借金残高の推移
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歳　入平成23年度一般会計当初予算 平成24年度一般会計当初予算平成24年度一般会計当初予算 歳　出

繰出金
10億7,840万円
（4.4%）

その他
4億4,802万円
（1.8%）

244億
1,000万円

歳出合計

義務的経費
計（
49.1%

）

任
意
的
経
費
計（

30
.2%）

扶助費
35億8,319万円
（14.7%）

物件費
24億8,693万円
（10.2%）

公債費
45億688万円
（18.5%）

人件費
38億8,418万円
（15.9%）

普通建設事業費
46億7,289万円
（19.1%）

補助費等
33億6,344万円
（13.8%）

市税市税
26億9,514万円26億9,514万円
（1111.0.0％）％）

市税
26億9,514万円
（11.0％）

その他
（使用料
手数料など）
8億9,488万円
（3.7％）

地方交付税地方交付税
106億106億4,0004,000万円万円
（43.643.6％）％）

地方交付税
106億4,000万円
（43.6％）

国庫支出金
26億8,781万円
（11.0％）

県支出金県支出金
23億7,7723億7,773万円万円
（9.9.7％）7％）

県支出金
23億7,773万円
（9.7％）

市債
32億6,920万円
（13.4％）

依

存
財源計（80.6％

）

投
資
的

経費計（20.7％）

自主財源計（19.4％）
244億
1,000万円

歳入合計

基金繰入金
11億4,115万円
（4.7％）

その他
7億409万円
（2.9％）

◎歳入の内訳グラフ◎歳出の性質別内訳グラフ

災害復旧
事業費

3億8,607万円
（1.6%）

■平戸市の家計簿（収入）
１カ月の生活費が20万円の世帯の「家計簿」に置き換ると

）
円円

　歳入は市が独自に調達することができる「自主財
源」と、国や県などに頼った「依存財源」に分けられ
ますが、自主財源が多いほど行政活動の自主性と
安定性が確保できます。本市の自主財源は、歳入
全体の2割にも満たない状況で、その柱となる市
民のみなさんが納めている市税も11％と、現下の
経済情勢を反映し、ほぼ横ばいとなっています。
　依存財源の半分以上は「地方交付税」が占めてい
ます。地方交付税とは全国どこの市町村でも等し
く行政サービスが提供できるように、市町村の財
政状況に応じて国から国税の一定割合が配分され
るものです。また、市の借金の中にも地方交付税
と同じ性質を持つものが6億9,320万円含まれてお
り、この2つを合わせると前年度から1億1,470万
円の増額となっています。歳出に対して歳入が少
ない場合は、積立金（貯金）を使うことで、その不
足分を補てんします。今年度も市の借金の前倒し
返済を実施するため、一部積立金を使いますが、
これを除けば引き続き不足額を生じることなく予
算を編成することができています。

『堅実かつ積極的』な予算を編成
安全・安心なまちづくりや宝を活かした観光を推進し
最大限の市債の繰上償還を実施します

一般会計当初予算の内訳

■平戸市の家計簿（支出）

食費など（義務的経費）食費など（義務的経費）

　　食　費

　　ローンの返済金

　　医療費

光熱水費など光熱水費など

自宅の増改築・修繕費自宅の増改築・修繕費

友人・知人への支援費友人・知人への支援費

家族への仕送り家族への仕送り

貯金・株式投資など貯金・株式投資など

合　計合　計

職員の給料など
（人件費）

市債の返済
（公債費）

生活保護給付費など
（扶助費）

事務費など
（物件費）

道路・漁港・学校などの建設費
（投資的経費・維持補修費）

個人・団体への補助費など
（補助費など）

特別会計への繰出金
（繰出金）

基金の積み立て、中小企業へ
の貸し付けなど（積立金など）

98,10098,100円

31,800円

36,900円

29,400円

20,40020,400円

43,00043,000円

27,60027,600円

8,8008,800円

2,1002,100円

200,000200,000円

１カ月の生活費が20万円の世帯の「家計簿」に置き換ると

【参　考】
　家計簿の額は、平戸市の１世帯あたり１カ月間の消費支出（いわゆる
生活費）が184,888円となっていることから、分かりやすく200,000円と
設定しました。（総務省統計局「平成22年度家計調査年報」から）

支出内容　  　　　支出額　　　　市予算の場合

給料など給料など（自主財源）（自主財源）

　　給　料

　　パート収入など

　　預金の取り崩し

仕送りなど仕送りなど（依存財源）（依存財源）

　　親からの仕送り

　　銀行などからの
　　ローン（借入金）

合　計合　計

市税

市営住宅の使用料
廃棄物処理の手数料など

基金繰入金

国・県からの補助金
地方交付税など

市債（市の借金）

38,80038,800円

22,100円

9,400円

7,300円

161,200161,200円

134,400円

26,800円

200,000200,000円

収入内容　 　 　　　　収入額 　　　市予算の場合

歳入の特徴

災害害
事事

3億8,,
（11

■
１

　歳出には職員給与などの人件費や生活保護費な
どのように、法律に基づいて支出する扶助費のほ
か、道路や学校を整備するときに借り入れたお金
の返済金である公債費があります。これらを「義務
的経費」といい、これが歳出に占める割合が増える
と、自由に使えるお金が少なくなるため、人件費、
公債費についてはその抑制に努めています。
　今年度予算の特徴として、総額が前年度から6
億5,000万円の増額となり、過去最大規模となっ
ています。これは、将来の財政負担を軽減するた
めに、市の借金の前倒し返済(14億7,200万円)を
実施することと、23年度に発生した豪雨による農
地などの災害のうち、24年度に行う復旧事業が増
加したことが大きく影響しています。
　市の借金を前倒して返済することで、利子（1億
2,500万円）を軽減できます。
　自主財源に乏しい財政状況でありますが、国や
県の施策と歩調を合わせて、生活・観光・産業・
福祉などの市長マニフェストの施策に重点的に配
分しています。

歳出の特徴

　平成24年度当初予算では健全な財政運営に配慮
しながら、「平戸市総合計画」の目標を柱に、官民
協働のまちづくりを実現することによって活力が
導き出せる市政の推進に向け、限られた財源を重
点的に配分するなど『堅実かつ積極的』な予算編成
ができました。しかし、歳入の多くを国からの支
援で賄っている本市では、国の政策に大きく影響
を受けることになります。特に歳入の4割以上を
占める地方交付税は、市町村合併の特例措置が合
併して10年を過ぎた平成28年度以降段階的に減
少する見込みとなっていることから、今後も少な
い経費で効果的な事業を実施できるよう、更なる
行政改革と徹底した財政健全化を図りながら、将
来に大きな負担を残さないような対策を講じ、市
民のみなさんが満足できる施策を展開できるよう
努力していきます。

◎今後の財政運営◎目的別経費の内訳
民生費（障害者・高齢者対策、子育て支援、生活保護など）
　59億9,546万円（構成比24.6％・伸率0.4％）
公債費（事業のため借りたお金（市債）の返済金）
　45億   688万円（構成比18.5％・伸率16.1％）
衛生費（健康診査や予防接種、ごみ処理など）
　27億6,526万円（構成比11.3％・伸率－1.6％）
教育費（学校教育・生涯学習、文化・体育振興など）
　25億3,257万円（構成比10.4％・伸率－19.5％）
総務費（市役所の管理運営、地域振興、行政全般の事務など）
　22億6,903万円（構成比9.3％・伸率－1.8％）
土木費（道路、町並み、市営住宅の整備など）
　19億6,680万円（構成比8.0％・伸率11.5％）
農林水産業費 （農林水産業の振興、担い手育成など）
　16億3,431万円（構成比6.7％・伸率－2.0％）
その他（消防、観光・商工振興、災害復旧など）
　27億 3,969万円（構成比11.2％・伸率24.1％）

合計 　　　　･･･ 244億1,000万円

『更なる連携と協働によるたくましいまちづくり』の実現を目指して
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市政懇談会

　重点施策②観光戦略の
構築のひとつに挙げてい
る「テーマパーク観光プロ
モーション事業」は、季節
ごとに楽しめる平戸の観
光プロモーションを行い
ます。
　今年度は「平戸藩の冬め
ぐり」が登場し、春・夏・秋・
冬の四季めぐりが完成。
観光客の集客アップを図
ります。

夏

秋

春

四季を通して平戸の観光プロモーションを実施
平成24年度は「平戸藩の冬めぐり」が登場します！

「平戸市総合計画」を基本として、次の５つの施策に重点的に配分しました。
① 市民の安心・安全、ゆとりの確保　② 観光戦略の構築　③ 全国に誇れる地域ブランドの確立
④ 少子高齢化対策　⑤ 合併特例措置廃止を見据えた財政運営

総合計画の基本目標別に見るまちづくりの重点事業

平成24年度の主な仕事

新･･･今年度からの新規事業

繰上償還　14億7,158万円
（市債残高の削減や支払利子の軽減 ）

人事評価制度構築事業　315万円
（人事評価制度の導入に向けた制度設計、構築）

やらんば市民サポート事業　1,050万円
（市民団体の自立した活動を支援）
移動市長室開催事業　7万円
（各支所などで１日移動市長室や市政懇談会の実施）

防災行政無線施設整備事業　５億8,872万円
（デジタル防災行政無線整備など）
自主防災組織育成事業　973万円
（自主防災組織の結成を支援）
農村災害対策整備事業　6,235万円
（農業用施設などの整備）
民間住宅耐震診断等助成事業　249万円
（耐震診断等に対する支援）
老朽危険空き家除却事業　100万円
（危険な空き家の除却に対する補助）

情報格差等対策事業　23万円
（地域の超高速ネットワーク社会実現に向けた検証）
太陽光発電システム設置促進事業　300万円
（太陽光発電システム設置に対する支援）

児童館耐震改修事業　1,216万円
（山田児童館の耐震補強）

子育て親社会参加促進事業　52万円
（講演会等における託児ボランティアの派遣）
地域子育て支援拠点施設整備事業　200万円
（田平町福祉保健センターの一部改修）
高齢者見守りネットワーク事業　78万円
（高齢者の見守りボランティアの人員確保など）
老人クラブ活性化対策事業　68万円
（次世代を担う60歳代のグループ活動支援）
高齢者生きがいづくりサポート事業　483万円
（「いきいきサロン」の新規立ち上げなど活動支援）
ワンコインまごころサービス事業　35万円
（「簡易な困りごと」を500円で対応する事業への補助）
介護予防遊具設置事業　300万円
（背伸ばしベンチ等を児童遊園に設置）
度島いきいきプラザ（仮称）整備事業　312万円
（診療所と併設した度島地区介護予防拠点施設の建設）

効率的・戦略的な行政経営への転換
共通目標行財政運営共通目標

参画と連携による自立した地域の確立
協　働

基本目標

自然と共生した安全で快適な生活基盤の確保
自然環境・生活基盤

基本目標

健やかで笑顔とやさしさがあふれる
地域社会の形成

保健・医療・福祉

新

新

新

新

新

新

新

新

鄭成功生家再現整備事業　8,609万円
（鄭成功居宅跡地における生家の再現）
長崎上海航路誘客対策事業　110万円
（客船の定期就航に伴い中国からの誘客促進）
平戸冨春園誘客促進事業　60万円
（献茶式に併せた観光客誘客）
第10回全国和牛能力共進会誘客促進事業　190万円
（来場者の誘客促進）
テーマパーク観光プロモーション事業　1,200万円
（季節ごとに各種イベントを括って行う観光プロモーション）
東アジア観光客誘客促進事業　782万円
（３県５市連携で行う台湾・東アジアからの誘客促進）
観光トップセールス事業　341万円
（市長が行う観光セールス）
新平戸島八十八箇所観光ルート整備事業　167万円
（札所案内説明板、パンフレット作成）

ノールトワイケルハウト市姉妹都市交流事業　535万円
（市内高校生の短期留学など）
新

新

園芸産地育成対策事業　500万円
（園芸品目の生産拡大などに対する補助）
農産物加工新商品開発支援事業　124万円
（6次産業化に取り組む農業者へ新商品の開発支援）
新規就農者実践農場推進事業　180万円
（新規就農者の知識・技術習得のための研修費補助）
豊かな農山村づくり事業　200万円
（農業大学校就学や6次産業化への支援）
和牛オリンピック対策奨励事業　1,234万円
（出品牛に対する支援など）
豊かな海づくり事業　124万円
（高付加価値型漁業への取り組みなどに対する補助）
漁業担い手確保推進事業　560万円
（漁業後継者確保のための補助）
平戸ブランド戦略的プロモーション推進事業　1,000万円
（ブランド化に向けたプロモーション活動など）
「平戸あご」ブランド確立支援事業　350万円
（産地確立のため、「平戸"新あご"祭り」を開催）
地域資源ブランド化推進事業　1,341万円
（情報発信、販路開拓のためのモニターツアーなど）

新

新

新

新

新 小学校施設耐震診断事業　1,800万円
（屋内運動場９施設の耐震診断）
学校施設整備事業　7億305万円
（平戸小（新）、平戸中、南部中（新））

図書教育充実事業　1,760万円
（児童・生徒の読書活動推進のための図書購入）
学校図書館支援員配置事業　592万円
（読書環境充実および向上のための支援員の配置）
日本の宝「しま」体感交流事業　62万円
（県内児童生徒と離島住民との交流）

空き校舎活用事業　454万円 
（空き校舎（旧宝亀小）の有効活用のための改修）
総合情報センター（仮称）整備事業　5,910万円
（図書館および公民館機能を併せた施設の建設）
「平戸学」推進事業　31万円
（平戸特有の文化を学習する場の提供、普及振興）

基本目標

明日を担う人材の育成と
個性豊かな地域文化の振興

教育・文化

基本目標

魅力ある観光の振興と交流人口の拡大
観光・交流

基本目標

活力ある産業振興と雇用の創出
産業振興

新

新

重点施策⑤ 合併特例措置廃止を見据えた財政運営

重点施策① 市民の安心・安全、ゆとりの確保

重点施策① 市民の安心・安全、ゆとりの確保

重点施策② 観光戦略の構築

重点施策④ 少子高齢化対策

重点施策④少子高齢化対策

新

新

新

新

新

新

新

新

重点施策① 市民の安心・安全、ゆとりの確保
重点施策③ 全国に誇れる地域ブランドの確立

重点施策④少子高齢化対策

新

新

新平戸お庭めぐり平戸お庭めぐり平戸お庭めぐり

平戸新あご祭り平戸新あご祭り平戸新あご祭り

平戸ジャンガラフェスティバル平戸ジャンガラフェスティバル平戸ジャンガラフェスティバル

四季を通して
平成24年度は

pick up!
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最後の卒業式　そして閉校

　閉校をとてもさみしく思っています。
私も分校の卒業生ですし、また子ども
２人が分校に通いました。私自身の思
い出と子どもたちとの思い出も数多く
残っています。分校を残せないものか
という思いの一方、過疎化が進む島で
は仕方ないことなのでしょう。分校が
なかったら進学せずに就職で地元を離
れ、島に戻ってくる人も少なかったと
思います。卒業生の多くが「母校は、
分校」と思っていると思います。

　今までの学校生活の中で、一番思
い出が深いのが、分校です。大島に
は、すごく感謝しています。いろいろ
な経験と体験をすることができました。
中学までは人見知りが激しく、初対面
の人と話しができなかった私ですが、
３年間の高校生活で成長できたと感じ
ています。離島留学生ということで高
校時代は、ホストファミリーのみなさん
が温かく家族として迎えてくれたこと、
島の多くの人に支えてもらいました。

　約20年前に、当時勤務していた先
生に誘われて茶道の指導をしてきまし
た。卒業生たちが成人式で島に帰って
きたときは、式場内にお茶の席を用意
しています。卒業していった子どもたち
に会えてうれしい気持ちと懐かしい気
持ちをいっぱいもらえました。これから
生徒にお茶を教えることができないと
思うとさみしい気持ちもありますが、い
ままで多くの子どもたちに茶道を通じて
触れ合ったことは本当に良かった。

　当時は、農業をしながら1日おきに
分校に通いました。島を出て高校に通
うことは、無理だったので島で高校生
活が送れることは、大変うれしいこと
でした。分校ができた当時は、兄弟が
同じ学級だったり、年齢も関係もみん
な違っていました。分校に通い、多く
の思い出ができました。なにより、学
生生活の全部が私の青春時代です。
その分校がなくなることは、とてもさみ
しい気持ちでいっぱいになります。

末吉　清彦さん
大島分校PTA会長

分校があったから
島に残れました

林田　チズ子さん
分校生に長年、茶道を指導

辻山　真弓さん
大島で成人式に出席、離島留学生

松本　清子さん
大島分校第１期生

　閉校決定の発表以来、この日が来る
ことは分かっていましたが「ついにこの
日が来た」という気持ちで、名残惜しさ
を強く感じています。学んだ学校がな
くなるということは、とても辛いことで
す。大島分校は、地域に育てられた学
校だと思っています。島の自然を愛し、
地域の生活を学び、地域に愛され、
地域の人と共に歴史を刻んできたこの
大島分校のことを同窓生や卒業生は誇
りに思ってほしいと思っています。

浜辺　晃さん
閉校事業実行委員長・同窓会長

大島分校を誇りに
思ってほしいです

多くの生徒たちに
触れ合う場でした

分校が私を成長
させてくれました

私の青春時代は
分校にあります

【左から】村井　眞喜さん／大島村前平　小山　蛍子さん／大島村的山川内　末吉　幸恵さん／大島村前平　
　　　　古川　怜さん／大島村的山川内　中野　秋幸さん／大島村的山戸田　中島　頌さん／大島村的山戸田　
　　　　中島　啓汰さん／大島村的山川内　田中　敦士さん／大島村的山川内（体調不良のため、当日欠席）
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き
ま
し
た
。
ま
た
、「
小
さ
い

け
れ
ど
日
本
一
」の
校
風
は
、
島
外

の
子
ど
も
を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ
、

生
き
生
き
と
学
校
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る「
離
島
留
学
制
度
」の

受
け
皿
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
３
日
に
は
、
卒
業
式
と
閉

校
記
念
式
典
を
開
催
。
卒
業
式
で

は
、
保
護
者
な
ど
約
３
０
０
人
が

見
守
る
中
、
卒
業
生
一
人
ひ
と
り

に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
代
表
の
小
山
蛍
子
さ
ん

は「
２
年
生
に
な
り
、
後
輩
が
入

学
し
て
こ
な
い
こ
と
で
分
校
の
閉

校
を
痛
感
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の

卒
業
で
分
校
は
、
閉
校
し
ま
す
。

母
校
が
な
く
な
る
こ
と
は
さ
み
し

い
で
す
が
、
思
い
出
は
、
私
た
ち

の
胸
に
生
き
続
け
ま
す
」と
分
校

と
の
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

朝のいつもの時間、そこには、学校へ向かう子どもたちの元気な声が響いていた。
夕方のいつもの時間、そこにも学校から帰ってくる子どもたちの元気な声が響いていた。

62年間、大島分校に響いていた子どもたちの声は、もう聞けない。
大島分校は、この春、８人の卒業生を送り出し、その長い歴史に幕を閉じ、閉校した。

大島分校最後の卒業生８人

大島分校への思い

最後の卒業式　そして閉校

分校校門に建てられた
閉校記念碑。分校は、
みなさんの記憶と心に
残って行きます。

在
校
生
が
い
な
い
卒
業
式

　　　　

閉
校
式
に
は
、
卒
業
生
や
地
域

の
み
な
さ
ん
、
か
つ
て
の
教
職
員

な
ど
も
出
席
。

　

式
で
は
、
小
野
校
長
の
式
辞
、

黒
田
市
長
と
浜
辺
閉
校
事
業
実
行

委
員
長
、
渡
辺
敏
則
県
教
育
長
、

が
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　

小
野
校
長
は「
地
域
か
ら
学
校

が
消
え
る
こ
と
は
、
大
変
寂
し
い
。

し
か
し
、
母
校
に
対
す
る
愛
情
が

消
え
る
こ
と
は
な
い
と
確
信
し
て

い
ま
す
」と
地
域
に
愛
さ
れ
た
分

校
だ
っ
た
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
県
内
公
立
高
校
最
後
の
分
校
と

し
て
62
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま

す
。『
小
さ
い
け
れ
ど
日
本
一
』の

大
島
分
校
。
こ
れ
ま
で
本
当
に
あ

り
が
と
う
。
そ
し
て
、
さ
よ
う
な

ら
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
小
野
校
長
が
県
教
育

委
員
会
に
校
旗
を
返
納
し
、
地
域

の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
築
い
た
62

年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

昭和25年、旧大島中学校の校舎で始
まった猶興館高校大島分校。学校教育
の場としてだけではなく、島に暮らす多
くの人を支えてきました。大島分校へ
の思いをご紹介します。
（写真：創立当初、校舎として使用して
いた旧大島中学校の玄関）

こ
れ
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う

そ
し
て
、
さ
よ
う
な
ら

校旗の返納では、出席者の
多くが涙をぬぐった

閉
校

県
立
平
戸
高
等
学
校

大
島
分
校
創
立

（
定
時
制
普
通
科
課
程
）

家
庭
科
課
程
設
置

全
日
制
普
通
科
課
程
へ

移
行

「
流
儀
伝
承
高
校
生
の
会
」

が
県
高
校
文
化
活
動
推
進

校
に
指
定

「
流
儀
伝
承
高
校
生
の
会
」

が
県
高
校
文
化
活
動
推
進

校
に
指
定（
２
回
目
）

創
立
50
周
年
記
念
式
典

離
島
留
学
制
度
発
足

読
書
活
動
優
秀
実
践
校

表
彰

全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
県
大
会
出
場

新
校
舎
移
転

県
立
猶
興
館
高
等
学
校

大
島
分
校
に
改
称

平
成

昭
和
2528313961５10121924 22 15

猶興館高等学校大島分校
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わたしの手　小さいけれど
やくにたつ

西九州自動車道の早期事業化へ！

　２月24日、平戸文化センターで「西九州自動
車道経過報告会」（平戸市西九州自動車道建設促
進協議会主催）が開催されました。この報告会は、
西九州自動車道工事着工へ向けての環境影響評
価（アセスメント）の手続きに入ったことを受け
て開かれたもの。同報告会に出席した大久保潔
重参議院議員は「西九州自動車道は、物流や災
害時の緊急輸送、救急医療などで重要性が高い
幹線道路。早期事業化へ強く要望していきたい」
と話しました。最後に、会場に集まった約1,200
人全員でガンバロー三唱を行い閉会しました。

　３月11日、平戸文化センター
で、ボランティアの集い「元気
ちょボラ2012」（平戸市ボラン
ティア協議会・平戸市社会福祉
協議会主催）が行われました。
「ちょボラ」は、ちょこっとボラ
ンティアの略。
　会では、市内の小中学生から
2,386作品の応募があった第７
回ボランティア標語コンクール
の表彰後、「ボランティアでひ
らどを元気に！」と題して、上
神崎教会神父・橋本勳氏が講演。
閉会の歌では、会場に集まった
みなさんが、平戸手話サークル
の指導で「一人の手」を手話で
歌い、互いに支え合うボラン
ティアの心を共有しました。

郷土の誇りをタスキに込めて

　２月17日～ 19日の３日間にわたり開催され
た「第61回郡市対抗県下一周駅伝大会」（42区
間407.4kmのコース）の２日目の熱戦が、平戸
桟橋前でスタートしました。雪が降る中、スター
トの号砲とともに各チームが一斉に走り出し、
13区間149.5kmのコースを２日目のゴールに
なる雲仙市小浜町を目指しました。平戸チーム
には、ふるさと選手を含め37人が参加。
　なお、３日目14区を走った前川晴菜選手（松
浦高）が区間トップで通過し、平戸チームは、
10位で大会を終えました。
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　３月３日、平戸瀬戸市場特設ステージと日の
浦ふれあい公園で、「第１回田平YOSAKOI祭り」
（田平西風舞人主催・石橋智彦代表）が行われま
した。祭りは、田平港シーサイドエリア活性化
施設のオープンを記念して開催。市内をはじめ、
市外や県外から18チームが参加し、演舞を披
露しました。躍動感あふれるよさこいの演舞に
足を止める買い物客の姿も。
　祭りのフィナーレは総踊り。「踊ってよか
きゃ？」を合図に、参加者全員で平戸大橋をバッ
クに「北松Ｚ」「北松神輿」の２曲を踊りました。

踊ってよかきゃ？「田平YOSAKOI祭り」

　２月25日、26日の２日間、国登録文化財の
旧武家屋敷・大曲敦家（岩の上町）で、「椿展」
（椿展実行委員会主催）が開催されました。今年
で５回目。平戸島に自生するヤブツバキ約50
種類と、園芸種約30種類が展示されました。
邸内は、竹筒や陶器などに生けたツバキの一輪
挿しのほか、ひな人形や椿の絵皿と生花を組み
合わせて飾ったテーブルなど、趣向を凝らした
展示で彩られました。また、大曲さん手作りの
ゆず茶も振舞われ、会場に訪れた人たちの心を
癒していました。

市の花木・やぶ椿が旧武家屋敷を彩る

　３月10日、久吹ダムの周回コースで「第18
回平戸市教育長杯中学校新人駅伝大会」が行わ
れ、市内外から男子13チーム、女子8チーム
が参加しました。男子の部（6区間18㎞）では、
志佐中学校（松浦市）が2大会連続３回目の優勝。
女子の部（5区間10㎞）で、祇園中学校（佐世保
市）が初優勝しました。大会結果は次のとおり
【男子の部】優　勝　志佐中学校（松浦市）
　　　　　準優勝　伊万里中学校（伊万里市）
【女子の部】優　勝　祇園中学校Ａ（佐世保市）
　　　　　準優勝　御厨中学校（松浦市）

メンバー新たに健脚を競う！ かわる「HITO響きあう宝島」を目指して

　２月19日、平戸市離島開発総合センターで、
「平成23年度第６回平戸市公民館大会」が開催
されました。大会では、岩の上町出身の小関哲
さんが、「ふるさと」に勝る学校はない～大学よ
りも大切なもの～と題して講演。小関さん自身
の経験から「価値観を肯定してくれる人がいて、
具体的に努力をすれば実を結びます」と語りま
した。また、パネルフォーラムでは、平戸市へ
嫁ぎ積極的にまちづくりに携わる長嶋美智さん
と田中まきこさんが登場。「ハッピー・ヒラド・
ライフ」をテーマに、平戸の良さを語りました。

ゆき

しげ



▲市民力アップ支援事業補助金を活用し、活
　動拠点施設「東風泊」を整備
　（特定非営利活動法人文化財匠塾平戸支部）

　

市
で
は
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指

し
、
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
24
年
度

も
市
民
の
み
な
さ
ん
が
自
主
的
に
企
画
、
運
営
す
る
公

益
的
な
活
動
に
対
し
て
積
極
的
に
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

補
助
事
業
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
具
体
的
な

募
集
要
項
や
申
請
様
式
な
ど
は
、
担
当
課
お
よ
び
各
支

所
、
各
出
張
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

【
４
つ
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
】

▼
は
じ
め
の
一
歩
部
門

　

市
内
で
活
動
を
始
め
よ
う
と
す
る
団
体
、

ま
た
は
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
経
営

基
盤
の
弱
い
団
体
に
運
営
費
を
補
助
し
ま

す（
運
営
費
の
補
助
）。

▼
活
動
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
部
門

　

活
動
を
継
続
し
て
展
開
し
、
事
業
活
動

の
活
性
化
を
目
指
す
団
体
に
対
し
て
補
助

し
ま
す（
運
営
費
と
事
業
費
の
補
助
）。

▼
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
招
聘
部
門

　

活
動
の
継
続
・
活
性
化
、
団
体
の
自
立

強
化
を
目
的
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
聘
し
、

定
例
の
学
習
会
な
ど
を
開
催
す
る
団
体
に

対
し
て
補
助
し
ま
す（
活
動
目
的
の
補
助
）。

▼
新
規
事
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門

　

身
近
な
地
域
課
題
や
多
様
化
す
る
課
題

な
ど
、
新
し
い
課
題
に
対
す
る
取
組
み
を

展
開
す
る
団
体
に
対
し
て
補
助
し
ま
す

（
運
営
費
と
事
業
費
の
補
助
）。

活
動
規
模
に
合
わ
せ
た

４
つ
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー

新
た
な
補
助
制
度
を
創
設
し
ま
し
た

「
平
戸
市
や
ら
ん
ば
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
事
業
補
助
金
」

　　　

平
成
20
年
度
か
ら
実
施
し
て
き
た「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進
事
業
補
助

金
」の
諸
課
題
を
見
直
し
、
市
民
の
み
な

さ
ん
が
自
主
的
に
行
う
公
益
的
な
活
動
に

対
し
て
段
階
的
に
支
援
を
行
う
た
め
、
新

た
に「
平
戸
市
や
ら
ん
ば
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
事
業
補
助
金
」を
創
設
し
ま
し
た
。

　　

や
ら
ん
ば
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
事
業
補

助
金
で
は
、
今
回
、
団
体
の
活
動
規
模
に

合
わ
せ
て
４
つ
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
補
助
制
度
で
は
、
補
助
対

象
期
間
が
原
則
３
年
間
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
設
置
し
た
補
助
金
で
は
、
団

体
の
活
動
に
あ
わ
せ
て
長
期
的
に
活
動
の

支
援
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

◎
募
集
期
間　

４
月
１
日（
木
）〜
30
日（
金
）

平
成
24
年
度
の
補
助
申
請
団
体
募
集

市
民
市
民
の
み
な
さ
ん
の

の
み
な
さ
ん
の

自
主
的

自
主
的
な
活
動
活
動
を
応
援
応
援
し
ま
す

し
ま
す

市
民
の
み
な
さ
ん
の

自
主
的
な
活
動
を
応
援
し
ま
す

※これまで「地域コミュニティ活動推進事業補助金」の制度を利用された団体についても、申請でき
　る場合があります。詳しくはお問い合わせください。

補助金
の額

補助対象
年数

審査
方法

申請に
必要な
書類

Ⅲ　その他の補助金一覧表
ひらど豊かな人づくり推進事業補助金
　地域の特色を活かしたまちづくり活動を行う団体の育成・活動事業に対する
助成。
【担当課】企画課、各支所市民協働課

国際交流振興事業補助金
　諸外国との交流を深めるために国際活動を行う団体の活動事業に対する助成。
【担当課】政策推進課、各支所市民協働課

にぎわいづくり支援事業補助金
　観光・商工の振興につながるイベント開催、特色ある商品の開発などに取り
組む個人・団体の活動に対する助成。新事業具体化のための活動経費に対する
一部を助成。
【担当課】観光課、商工物産課、各支所産業建設課

花とみどりのふるさとづくり事業補助金
　花壇整備やフラワーポットの設置整備を行っている団体に対する助成。
【担当課】市民課、各支所市民協働課

ひらどふれあい福祉事業補助金
　ボランティアや福祉団体などが行う福祉活動向上を図る活動に対する助成。
【担当課】福祉課

コンベンション開催事業費補助金（随時受付）
　研修会、合宿や会議などの開催のため市外から誘客を図る事業に対する助成。
【担当課】観光課、各支所産業建設課

スポーツ振興事業補助金（随時受付）
　地域スポーツの振興と普及、競技力の向上を図る個人、団体の活動に対する
助成。
【担当課】生涯学習課

○
募
集
事
業　

市
か
ら
出
さ
れ
る
テ
ー
マ

　

と
仕
様
書
な
ど
を
基
に
、
市
内
の
市
民

　

活
動
団
体
な
ど
が
、
自
ら
自
由
な
発
想

　

で
企
画
を
立
案
し
、
運
営
し
て
い
た
だ

　

く
提
案
公
募
型
の
事
業
で
、
次
の
要
件

　

に
該
当
す
る
も
の　

①
市
内
で
実
施
す
る
事
業
で
、
広
く
市
民

　

に
も
還
元
さ
れ
る
事
業
で
あ
る
こ
と

②
市
や
ほ
か
の
機
関
な
ど
へ
要
望
や
既
に

　

助
成
を
受
け
て
い
る
事
業
で
な
い
こ
と

③
提
案
団
体
の
運
営
費
や
備
品
な
ど
財
産

　

の
取
得
を
目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と

○
テ
ー
マ
名

①
次
世
代
観
光
人
材
育
成
事
業（
観
光
課
）

②
定
住
促
進
事
業【
定
住
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

お
よ
び
空
き
家
解
消
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　
（
企
画
課
）

③
田
平
シ
ー
サ
イ
ド
エ
リ
ア
を
中
心
と
し

　

た
ま
ち
づ
く
り（
田
平
支
所
市
民
協
働

　

課
）

④
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
核
に
し
た
ま
ち

　

づ
く
り（
文
化
遺
産
課
）

⑤
人
・
笑
顔
・
元
気
の
ま
ち
な
か
活
性
化

　
（
商
工
物
産
課
）

⑥
地
域
住
民
に
よ
る
家
庭
教
育
支
援
事
業

　
（
生
涯
学
習
課
）

○
応
募
資
格　

応
募
対
象
団
体
は
、
公
益

　

活
動
を
行
う
団
体
や
自
治
会
、
市
民
活

　

動
団
体（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）な
ど
、
ま
た
は
民

　

間
企
業
で
次
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の

①
公
益
活
動
を
行
う
団
体
で
あ
る
こ
と

②
市
内
に
活
動
拠
点
が
あ
る
こ
と

③
事
業
の
企
画
か
ら
実
施
、
運
営
、
完
了

　

ま
で
実
行
で
き
る
こ
と

④
政
治
・
宗
教
活
動
な
ど
を
目
的
と
し
て

　

い
な
い
こ
と

○
対
象
経
費　

事
業
実
施
に
必
要
な
経
費

○
委
託
料　

１
０
０
万
円
以
内（
１
団
体

　

当
た
り
）

○
選
定
方
法　

事
業
の
選
定
は
、
応
募
団

　

体
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実

　

施
お
よ
び
協
働
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員

　

会
に
よ
る
審
査
で
決
定
し
ま
す
。

○
募
集
事
業　

市
民
活
動
団
体
な
ど
が
、

　

実
施
す
る
市
民
活
動
の
拠
点
施
設
整
備

　

や
街
中
の
休
憩
施
設
整
備
な
ど
の
事
業

○
事
業
例　

空
き
家
な
ど
を
活
用
し
た
活

　

動
拠
点（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
）の
整

　

備
や
地
域
文
化
の
情
報
発
信
を
目
的
と

　

し
た
看
板
の
設
置
な
ど

○
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
５

　

人
以
上
で
組
織
さ
れ
た
団
体
で
、
次
の

　

要
件
に
該
当
す
る
も
の

　

※

営
利
団
体
で
も
事
業
内
容
が
公
益
的

　
　

な
場
合
は
、
応
募
可
能
で
す
。

①
年
間
の
活
動
計
画
が
明
確
で
あ
る
こ
と

②
申
請
団
体
が
既
存
団
体
の
下
部
組
織
で

　

あ
る
場
合
、
当
該
事
業
が
上
部
組
織
か

　

ら
助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

③
対
象
事
業
が
国
や
県
、
そ
の
ほ
か
の
団

　

体
な
ど
か
ら
助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ

　

と
○
補
助
額　

５
０
０
万
円
以
内（
１
団
体

　

当
た
り
）

○
選
定
方
法　

事
業
の
選
定
は
、
申
請
団

　

体
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実

　

施
と
生
き
活
き
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員

　

会
に
よ
る
審
査
で
決
定
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課
協
働
ま
ち
づ
く
り
班

　
　
　
　

☎
内
線
２
３
３
４

① 交付申請書、② 事業計画書（様式第１号）、
③ 収支予算書（様式第２号）、④ 早期着手予定調書（様式第３号）、
⑤ 団体調書（様式第４号）、⑥ 団体の会員名簿（任意様式）、
⑦ 団体の会則、規約または定款（任意様式）、
⑧ 団体の直近の収支決算書や収支予算書（任意様式）

部門
申請要件

Supporting the 
　　Citizens' Activities

市民のみなさんの自主的な活動を応援します
Supporting the Citizens' Activities

部門別申請要件一覧表

こっとまる

し
ょ
う
へ
い

Ⅱ　
市
民
力
ア
ッ
プ
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　

   

▼
予
算
額 

１
，
５
０
０
万
円

Ⅰ　
や
ら
ん
ば
市
民
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　

モ
デ
ル
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

   

▼
予
算
額 　

５
０
０
万
円

■平成23年度活用例

新規事業チャレンジ

３分の2、または
50万円の

いずれか低い額

同一対象事業に
つき、継続３年
を限度

書類審査
プレゼンテーション

アドバイザー等招聘

全額、または
50万円の

いずれか低い額

１回を限度

書類審査

活動ステップアップ

【初年度】
全額、または
10万円の

いずれか低い額

【２年目】
全額、または
５万円の

いずれか低い額

継続２年を限度

書類審査

はじめの一歩

【初年度】
全額、または
10万円の

いずれか低い額

【２年目】
全額、または
５万円の

いずれか低い額

継続２年を限度

書類審査
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▲現在の一部氏屋敷跡（お屋敷山）

▲昭和初期のお屋敷山（写真：長崎純心大学博物館蔵）

▲「お屋敷様の祭」（1999年当時）

台湾

北京市

上海市

福建省福建省福建省

南安市南安市南安市南安市

市
指
定
文
化
財

 

一
部
氏
屋
敷
跡

66
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地
元
で
は「
お
屋
敷
山（
お
屋
敷
様
）」

と
呼
ば
れ
る
、
生
月
町
壱
部
浦
の
浦
北

地
区
の
家
並
み
を
見
下
ろ
す
丘
の
上
が
、

生
月
島
北
部
と
平
戸
島
西
岸（
現
在
の

主
師
町
・
春
日
町
一
帯
）を
支
配
し
た

キ
リ
シ
タ
ン
領
主
・
一
部
氏
の
屋
敷
跡

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

寛
政
11（
1
7
9
9
）年
制
作
の「
田

舎
廻
」に
は
、
益
冨
家
や
縣
家
の
屋
敷

か
ら
程
近
い
庄
屋
・
吉
田
弐
助
の
屋
敷

付
近
が
一
部
氏
の
屋
敷
跡
だ
っ
た
と
す

る
記
載
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
屋
敷
跡
の
近
く
に
は
、
弓
の

教
練
を
し
た
場
所
を
指
す「
射
場
」や
、

「
城
井
田
」「
殿
川
」な
ど
城
や
屋
敷
に
関

係
し
そ
う
な
地
名
も
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

一
部
氏
は
中
世
か
ら
続
く
豪
族
で
、

永
徳
４（
1
3
8
4
）年
の「
一
揆
契
諾

条
々
事
」（
青
方
文
書
）に
も
、「
い
ち
ふ

大
和
守
授
」と
い
う
名
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

戦
国
時
代
に
は
、
生
月
島
南
部
を
治

め
て
い
た
籠
手
田
安
経
の
実
弟
が
婿
入

り
し
、
一
部
勘
解
由
を
名
乗
り
ま
す
。

彼
は
、
天
文
22（
1
5
5
3
）年
こ
ろ
、
安

経
と
共
に
キ
リ
シ
タ
ン
に
入
信
し
、
永

禄
８（
1
5
6
5
）年
に
は
一
部
氏
が
治

め
る
領
民
の
一
斉
改
宗
に
尽
力
し
て
い

ま
す
。
そ
の
子
正
治
も
、
父
に
劣
ら
ぬ

熱
心
な
キ
リ
シ
タ
ン
で
し
た
が
、
慶
長

４（
1
5
9
9
）年
に
主
君
で
あ
る
平
戸

藩
主
・
松
浦
鎮
信（
法
印
公
）の
禁
教
圧

力
に
抵
抗
し
、
籠
手
田
安
一
と
と
も
に

大
勢
の
信
者
を
従
え
て
生
月
島
を
脱
出

し
、
長
崎
に
退
去
。
そ
の
た
め
、
一
部

氏
の
一
族
と
生
月
島
の
関
係
は
、
屋
敷

や
地
名
が
残
る
の
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

昔
の
お
屋
敷
山
は
、
う
っ
そ
う
と
木

が
茂
る
近
寄
り
難
い
場
所
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
森
の
中
に
は
木
製
の
小
さ
な
祠

が
あ
り
、
壱
部
地
区
の
か
く
れ
キ
リ
シ

タ
ン
信
者
が
、
旧
暦
の
８
月
29
日
に
祭

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
30
年
代
に
入
る
と
道

路
工
事
に
よ
る
開
削
や
公
園
造
成
に

よ
っ
て
、
聖
地
の
森
は
消
滅
し
て
し
ま

い
ま
す
。
発
掘
調
査
も
行
わ
れ
な
か
っ

た
た
め
、
屋
敷
の
遺
構
に
つ
い
て
詳
し

い
こ
と
は
、
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

や
し
き
や
ま

い

ま
わ
り

あ
が
た

い　

ば

じ
ょ　
い　

だ

と
の
が
わ

じ
ょ
う
じ
ょ
う
の
こ
と

あ
お
か
た
も
ん
じ
ょ

や
ま
と
の
か
み
さ
づ
く

い
ち
ぶ
　

か　

げ　

ゆ

こ　

て　

だ

や
す
つ
ね

い
っ
き　

け
い
だ
く

■名　称
　一部氏屋敷跡
■種　別
　市指定史跡
■指定年月日
　昭和48年9月1日
■所有者　平戸市
■所在地
　 壱部浦194番地の３

な
か 第15回平戸市友好訪問団レポート

【福建省南安市】

■人　口　　148万人
■面　積　　2,011K㎡
　英雄「鄭成功」のゆか
りの地である中国福建省
南安市は、中国大陸の南
東部に位置。
　1980年ころから、南
安市の経済は急激に発展。
農業分野は、牛の飼育や
竜眼（ライチに似た中国
南部原産の果物）産業が
発達。工業は、石材セメ
ントや消防機材、建築陶
磁などが発達。
　市の中心部は、平戸と
は比べものにならない高
層ビルなどが建ち並び、
街のいたるところに数多
くの建設中の建物が点在。
　まさに、今の中国を象
徴する、急激な発展を遂
げている印象を受けるこ
とができる。その一方で、
一歩路地裏に入ると、ゴ
ミが散乱しているほか、
公衆トイレなどは、日本
では考えられないところ
も数多く見受けられる。

　　　

寛
永
元（
１
６
２
４
）年
、
平
戸
の
川

内（
千
里
ケ
浜
）で
中
国
人
の
父
・
鄭
芝

龍
と
日
本
人
の
母
・
田
川
マ
ツ
と
の
間
に

生
ま
れ
た
鄭
成
功
は
、
７
歳
ま
で
平
戸
で

育
ち
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
父
・
鄭
芝
龍
の
後
を
追
っ
て

中
国
福
建
省
へ
渡
り
、
明
朝
に
仕
え
て
清

軍
と
戦
っ
た
が
大
敗
。
オ
ラ
ン
ダ
が
占
拠

す
る
台
湾
へ
逃
れ
る
と
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
台

湾
を
開
放
し
、
現
在
で
も
民
族
の
英
雄
と

し
て
慕
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
松
門

左
衛
門（
１
６
５
３
〜
１
７
２
５
年
）の

人
形
浄
瑠
璃「
国
姓
爺
合
戦
」は
、
鄭
成

功
が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　　

本
市
は
、
こ
の
南
安
市
と
平
成
７
年
に

鄭
成
功
の
ご
縁
に
よ
り
友
好
都
市
を
締
結

し
、
以
後
両
市
が
相
互
に
訪
問
団
を
組
織

し
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
で
15
回
目
と
な
っ
た
平
戸
市
友
好

訪
問
団
は
、
２
年
ぶ
り
の
南
安
市
訪
問
と

な
り
ま
し
た
。
行
程
は
、
２
月
20
日
か
ら

24
日
ま
で
の
５
日
間
、
新
井
副
市
長
を
団

長
に
、
市
議
会
か
ら
住
江
議
長
を
副
団
長

と
し
て
、
一
般
参
加
者
10
人
と
随
行
職
員

の
総
勢
13
人
で
、
南
安
市
の
ほ
か
厦
門
市
、

上
海
市
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

南
安
市
で
は
、
鄭
成
功
記
念
館
の
見
学

や
陵
墓
へ
の
参
拝
の
ほ
か
、
南
安
市
産
業

の
中
心
で
も
あ
る
閩
南
市
場
、
市
内
に
あ

る
学
校
の
一
つ
南
安
一
中
新
校
区
な
ど
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

同
市
内
で
は
、
鄭
成
功
の
文
字
を
見
る

こ
と
が
で
き
、
民
族
的
英
雄
と
し
て
市
民

に
祭
ら
れ
て
い
る
様
子
が
垣
間
見
ら
れ
、

あ
ら
た
め
て
、
鄭
成
功
の
偉
大
な
足
跡
を

異
国
の
地
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
日
中
国
交
正
常
化
40
周
年
と

同
時
に
長
崎
県
と
福
建
省
が
友
好
県
省
締

結
30
周
年
の
節
目
の
年
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
訪
問
中
、
南
安
市
長
を
は
じ
め
、
多

く
の
市
民
か
ら
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
、
ま

た
地
元
の
テ
レ
ビ
局
や
新
聞
社
な
ど
か
ら

も
取
材
を
受
け
る
な
ど
、
こ
の
友
好
訪
問

団
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
伺
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
南
安
市
へ
の
訪
問
を
通
し
て
、

鄭
成
功
を
ご
縁
と
す
る
両
市
の
強
い
絆
を

参
加
者
全
員
が
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

政
策
推
進
課
政
策
推
進
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
４
８
２

日中両国の英雄
「鄭成功」が結ぶ友好交流

▲真新しい高層ビルと昔からの街
並みが混じる南安市の市街地。

▲鄭成功の父鄭芝龍は、貿易の拠
点を南安市の港に置いていた。

ア
モ
イ

東
ア
ジ
ア
を
結
ぶ

　
　
　
　

南
海
の
英
傑「
鄭
成
功
」

鄭
成
功
ゆ
か
り
の
地

　
　
　
　
　
「
南
安
市
」を
訪
ね
て

ビ
ン
ナ
ン
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　平戸の特産品が一堂に集まる平戸海道渡海人祭。大人気
の「地引網＆魚つかみ大会」や「タコのつかみどり」、「セー
リングヨット体験」などのイベントが楽しめるほか、炭火
焼で楽しむ平戸和牛のバーベキューなど、おいしさと楽し
み満点のイベントです。
【お問い合わせ】
平戸市産業まつり実行委員会
（平戸商工会議所内）☎22-3131

4月28日（土）
◎ステージイベント
・田平中ブラスバンド部演奏・平戸口社会館「わんぱく太鼓」ほか・
春ちゃん「バルーンアート・皿回し大道芸ショー」・ザ･マジックショ
ー・バナナの叩き売り・アクアボール（両日）など
◎関連イベント
・お楽しみわくわく抽選会（両日）・平戸和牛（田平産）販売（両日･11
時から）・「魚のつかみどり大会」（両日・13時30分から）
・北松農業高校「研究発表」・里田原歴史民俗資料館無料開放（両
日）・春まつりゲートボール大会など
4月29日（日）
◎ステージイベント
・権現太鼓・皆瀬太鼓「太鼓競演」・職人組合イベント「親子deいす
作り大会・ジャグリング大塚ヘルシーサークル「ジャズダンス」・猶
興館高校ダンス同好会「ダンス」など
◎関連イベント
・包丁研ぎ・まな板削り（無料）
【お問い合わせ】
田平支所産業建設課☎57-1111

　生月漁協会場・舘浦漁協会場（大敷食堂）・道の駅「生月大橋」

　生月漁協や舘浦漁協周辺、道の駅「生月大橋」一帯で特
産品の販売やイベントなどが行われます。生月で獲れたタ
コによる「タコフェスタ」は特に人気のイベントです。
【お問い合わせ】
いきつき春まつり実行委員会
（平戸市商工会生月支所内）☎53‐0216

平戸海道渡海人祭。大人気

3‐0216

ークル「ジャズダンス」・猶

食堂） 道の駅「生月大橋」
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1

2 6

5

9 108
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４月７日

４月８日

　木ヶ津町一帯▼▼

午後１時～午後９時

午前10時～午後９時

　

２
月
25
日
、
平
戸
瀬
戸
を
望
む
田
平
港

シ
ー
サ
イ
ド
エ
リ
ア
に「
平
戸
瀬
戸
市
場
」

が
オ
ー
プ
ン
し
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
と
オ
ー
プ
ン
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
約
１
０
０
人
の
招
待
客
や
平
戸
瀬
戸

市
場
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
買
い
物
に
多
く
の

人
が
訪
れ
ま
し
た
。
平
戸
な
ら
で
は
の
食

材
を
使
っ
た
記
念
イ
ベ
ン
ト
平
戸
海
峡

「
海
彦
」「
山
彦
」対
決
と
題
し
た「
平
戸
流

炭
火
焼
き
エ
ビ
・
カ
キ
祭
り
」と「
平
戸

牛
と
ひ
ら
ど
ロ
マ
ン
の
炭
火
焼
き
」に
は
、

両
イ
ベ
ン
ト
に
併
せ
て
約
２
，
３
０
０
人

が
訪
れ
、
会
場
は
大
盛
況
。

　

当
日
は
、「
春
よ
来
い
！
」の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、
春
を
間
近
に
感
じ
さ

せ
る「
平
戸
シ
ー
サ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
」の

参
加
者
約
５
６
０
人
が
元
気
に
歩
い
た
ほ

か
、
各
イ
ベ
ン
ト
会
場
を
巡
り
、
多
く
の

参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
田
平
つ
ば
き
物
産
展
や
田
平
地

区
活
性
化
協
議
会
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

「
日
の
浦
・
平
戸
瀬
戸
通
り
食
べ
歩
き
」イ

ベ
ン
ト
を
開
催
。
期
間
限
定
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
な
ど
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
、
平
戸
の
食
の
魅
力
を
発
信
。

平
戸
で
は
、
２
月
上
旬
か
ら
開
催
さ
れ
て

い
る「
平
戸
城
下
雛
祭
り
」で
飾
ら
れ
て

い
る
色
と
り
ど
り
の
雛
人
形
が
ウ
ォ
ー
ク

平
戸
コ
ー
ス
の
参
加
者
や
観
光
客
の
目
を

癒
し
ま
し
た
。

豊
富
な
品
揃
え
で

平
戸
の
食
の
魅
力
を
発
信

平戸瀬戸市場
オープン

①田平権現太鼓がオープニングアトラ
クションで演奏②平戸瀬戸市場建設に
貢献した関係者に感謝状を贈る③10
時の開館に合わせテープカット④⑤⑥
平戸瀬戸市場内、多くの買い物客でに
ぎわう⑦平戸牛の直売も大盛況⑧元気
に歩いた平戸シーサイドウォーク⑨福
岡のラジオ局が「平戸牛とひらどロマ
ンの炭火焼き」を生放送でリポート⑩
家族連れが多く訪れたエビ・カキ祭り

～平戸の美味しいものが勢ぞろい～

平
戸
の
春
を
め
ぐ
り
、
楽
し
む

４
月
と
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

イ
ベ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

第35回第35回
たびら春まつりたびら春まつり

第９回第９回
アサリ！どっさり！潮干狩り大会アサリ！どっさり！潮干狩り大会

いきつき春まつりin生月島2012いきつき春まつりin生月島2012

第17回第17回
平戸海道渡海人祭平戸海道渡海人祭

第10回第10回
木ヶ津千灯篭春まつり木ヶ津千灯篭春まつり

第35回
たびら春まつり

▼　平戸大橋公園特設会場

　平戸市役所田平支所一帯
　地元の畜産農家が大切に育てた「平戸
和牛（田平産）」の牛肉販売や農水産加工
品などが販売される豊富な品揃えが自
慢の総合物産展です。そのほか楽しい
イベントが満載です。

５月３日～５日

▼

第９回
アサリ！どっさり！潮干狩り大会

５月３日

午後10時～午後５時

午後10時～午後２時（終了時間は、予定）

５月５日 午後10時～午後２時（終了時間は、予定）

５月４日 午後10時30分～午後２時（終了時間は、予定）

４月22日

　千里ヶ浜　
　鄭成功記念公園

▼

午後１時～午後３時30分

　例年、砂浜が参加者でいっぱいになる人気の潮干狩り大
会。会場では、海鮮バーベキューも楽しめます。ぜひ、家
族揃ってお越しください。

◎潮干狩り入漁料【幼児無料】
大人（中学生以上）1,000円/人　子ども　500円/人　
◎海鮮バーベキュー
　【午前11時～、焼き台60セット（300席分用意）】
　基本セット：１皿1,000円（サザエ、イカ、アジの開き
　など）
◎漁師の市場【午前11時～午後4時】
　平戸近海で水揚げされた新鮮な魚介類や「平戸漁師の天
日干し」などの水産加工品、平戸名産「川内かまぼこ」の販
売やサザエの炭火焼などが楽しめます。
※木炭（軍手片方付き）は別売りです。1袋200円（焼き台
　使用料込）
【お問い合わせ】
中野漁業協同組合☎24-2221

日

　普門寺などの境内散策や農産
品の直売会などイベントが盛り
だくさん。夜は、石灯篭100基
と竹灯篭4,000本が木ヶ津を幻
想的に照らします。

■イベント
木ヶ津じげもん市、殿様参道散
策と水岳参り、昔なつかし遊び
コーナー、永井隆博士遺作「十
字架の道行」公開、木ヶ津を一
句、野点茶会、お釈迦様花祭り、
お殿様お姫様行列と餅まき、光
と闇の幻想
【お問い合わせ】
木ヶ津千灯篭春まつり実行委員会
☎28-1458（代表宅　村　節雄）

４月28日

４月29日

午前10時～午後５時

午前９時～午後４時

日

土

日

土

祝・木

祝・木

祝・金

土

土

２月25日、26日の２日間で
約13,100人が
平戸瀬戸を望みながら
平戸自慢の魅力「食」「自然」を味わう

いきつき春まつりin生月島2012

第17回
平戸海道渡海人祭

第10回
木ヶ津千灯篭春まつり



～図書館からのお知らせ～ 平戸・永田記念図書館開館時間：午前10時～午後6時（金曜日午前10時～午後7時）

このほかにもたくさんの
新着図書があります！！

国際交流員
レムコ－・フロライク

水岳
▲

紐差小
中部中

文

文

文

大川原小

木ヶ津湾普門寺

木ヶ津町

383

↑ 平戸市街地

木ヶ津教会

●

★

60

■おはなし会／毎週土曜日　午後２時～
■赤ちゃんおはなし会／ 11日　　午前10時30分～
　　　　　　　　　　　北部公民館　和室大

平戸図書館 ☎22‐4017

●４月の主なもよおし●

■おはなし会／７日　・14日　・21日　・28日　
　　　　　　　午後2時～　市ふれあいセンター児童室

永田記念図書館 ☎28‐0128

土 土 土 土

水

●４月の主なもよおし●

◎休館日／３日　、10日　、17日　、24日　、29日日火火 火 火

◎休館日／３日　、10日　、17日　、24日　、29日日火火 火 火

永

永 生

生

　「この一冊で授業が変わる！」児童
文学評論家・赤木かん子による、「百
科事典」の魅力とは･･･。インターネッ
ト情報の正しい使い方、調べ学習の
手順や授業のスケジュールも掲載さ
れています。子どもたちの“知る”楽
しみが育ちますように。

　観光ガイド事業についてのノウハ
ウをまとめた入門書。組織づくり、
マーケティング、ガイド育成、リス
クマネジメント、エコツアー、まち
歩きなど、事業を継続・成功に導く
ポイントが満載です。

『先生のための
　　　百科事典ノート』
著／赤木かん子
出版社／ポプラ社

著／藤崎達也
出版社／学芸出版社

『観光ガイド事業入門』

　いつの日も優しく慈しんでく
れた最愛の母が認知症に。

　10年にわたる介護が絵と文で綴ら
れています。先の見えない不安や孤独、
叱責後の無力感と自責の念。それでも親
子を強く結びつける「命の教え」は、人々
の心に深い感動を呼ぶことでしょう。

著／岡上多寿子
出版社／木耳社

　世界一電波塔となるスカイツリー
が完成し、間もなく開業します。逆
立ちしたスカイツリー、夜になって
寝ちゃったスカイツリー。夢の中の
様々なスカイツリーの様子を描いた
絵本は、大人も楽しめる一冊です。

『ゆめのスカイツリー』
文／谷川俊太郎

絵／ accototo（ふくだとしお＋あきこ）
出版社／金の星社

　長い冬が終わり、お散歩が楽しく
なる季節になりました。チューリップ、
いちご、パンジー･･･。野菜は育ち方
に応じて、土の上、土の中に分けて
の紹介や、季節ごとに旬の花・野菜・
果物が分かり身近な野菜や植物が楽
しめる図鑑です。

『はな・やさい・くだものの本 』

　海辺の家に引っ越してきたモリー
がおばあちゃんからもらった、不思
議なペンダント。それは、夜の間だ
けマーメイドになれる不思議なペン
ダントだった。ゆめいっぱいのファ
ンタジーの世界へようこそ！

『ひみつのマーメイド１
まほうの貝のかけら』
作／スー・モングレディエン

訳／柴野理奈子、絵／ kaya8
出版社／メディアファクトリー

著／萩原信介
出版社／講談社

南

平

大平

田

平 永 南 生 田
大

※　：平戸図書館　　：永田記念図書館　　：南部公民館図書室　　：生月町中央公民館図書室　　：田平町中央公民館図書室
　　：大島村公民館図書室　

『いっぱいごめん
　いっぱいありがと』

あっことと

かやはち

図書館モニターツアーを実施しました

　３月18日（日）、県

内の先進地図書館で

ある「佐々町立図書

館」と「諫早市立たら

み図書館」を訪問する

図書館モニターツ

アーに、市民19人が参加しました。

　ツアーで記入してもらったアンケートも「平戸市総

合情報センター（仮称）建設基本計画策定委員会」に報

告します。ご参加ありがとうございました。

木
ヶ
津
教
会
と
故
永
井
隆
博
士
の

『
十
字
架
の
道
行
』聖
画

■コピー・コフィー

　2012年3月21日。天気は晴れ、北北西の風です。今日は平戸オランダ商館にオランダの作家が来てい

ます。１カ月間、平戸に滞在し「Hirado」という題名のオランダ青春小説を書く予定です。先週もオランダ

で２番目に大きいテレビ局が先生の交流事業「究極の仕事交換」について取材して、5月にオランダで放送

されます。週末には大使館の職員も平戸オランダ商館で講演しましたので、最近オランダ人が多く平戸を

訪れています。オランダ人の間で日本初体験の話題になっていたのはコーヒーです。オランダは北欧の国

に次いで、世界で5番目にコーヒーを飲む国です。オランダ人はアメリカ人の2倍、日本人の3倍ほど多

く、年に140ℓコーヒーを飲みます。オランダでは「コピー・コフィー？」または「バッキー？」という質問

をよく聞きます。「コーヒー一杯飲みませんか？」。１日で３杯飲むのが普通で、「コー

ヒータイム」は大事な休息の時間です。平戸に来たオランダ人は自動販売機の缶コー

ヒーに驚きました。オランダには缶コーヒーがありません。朝から仕事に行く前に、

どこかでコーヒーを飲む習慣があるので、平戸にはそういうカフェがないことに

も非常に驚きました。オランダのコーヒー文化は古くから伝わってきたの

で、オランダに行く機会があれば、250年の歴史があるコーヒーブラン

ドとコーヒーに必ず付いてくるクッキーを楽しんでください。

　

平
戸
市
中
部
・
紐
差
か
ら
東
方
面
へ

進
む
高
台
に
市
の
指
定
文
化
財
で
あ
り

県
の
景
観
資
産
と
な
っ
た
慈
眼
桜
が
毎

春
、
見
事
な
開
花
で
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
す
が
、
そ
の
手
前
に
ひ
っ
そ
り
と

木
ヶ
津
教
会
が
佇
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

地
区
に
は
、
明
治
初
期
に
平
戸
で
布
教

活
動
を
さ
れ
た
ド
・
ロ
神
父
の
ご
指
導

の
下
、
西
彼
や
五
島
方
面
か
ら
移
り
住

ま
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
た
ち
が
住
ま

わ
れ
、
そ
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
昭
和
36

年
に
当
時
の
猶
興
館
高
校
の
体
育
館
立

替
に
伴
い
そ
の
資
材
を
活
用
し
着
工
、

昭
和
37
年
に
木
ヶ
津
教
会
と
し
て
献
堂

さ
れ
ま
し
た
。

　

建
物
の
外
観
な
ら
び
に
内
装
で
は
、

こ
う
し
た
歴
史
を
受
け
継
ぎ
、
往
時
を

思
わ
せ
る
学
校
構
造
の
雰
囲
気
を
漂
わ

せ
な
が
ら
も
、
地
域
の
温
も
り
や
神
の

教
え
を
大
切
に
今
に
伝
え
て
き
た
優
し

さ
が
周
辺
の
景
観
と
と
も
に
感
じ
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
聖
堂
内
の
壁
に
掲
げ
ら
れ
た

故
永
井
隆
博
士
に
よ
る
14
枚
の
絵
画

『
十
字
架
の
道
行
』
は
、
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
が
死
刑
宣
告
を
受
け
て
か
ら
ゴ

ル
ゴ
ダ
の
丘
で
十
字
架
に
張
り
つ
け
ら

れ
処
刑
さ
れ
る
ま
で
の
様
子
が
描
か
れ

て
お
り
、
博
士
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
る
直
前
の
作
品
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
で
献
堂
50
周
年
を
迎
え
る

木
ヶ
津
教
会
は
、「
平
戸
藩
の
春
め
ぐ

り
」
に
お
け
る
４
月
イ
ベ
ン
ト
の
ト
ッ

プ
を
飾
る
「
木
ヶ
津
千
灯
籠
ま
つ
り
」

や
桜
満
開
の
慈
眼
桜
と
と
も
に
、
訪
れ

る
人
を
必
ず
や
和
ま
せ
て
く
れ
る
で

し
ょ
う
。

▲素朴でありながら荘厳さと優しさ
を感じる聖堂の雰囲気に包まれて
『十字架の道行』を鑑賞できました。

このコーナーは、市長が初体験した平戸の魅力を、広く市民のみなさんにも参画し、体験してもらうためのコラムです。

vol.27

▲木ヶ津教会へは、国道383号
線の紐差交差点から県道60号
線・木ヶ津町方面へ進みます。

魅
力
溢
れ
る
平
戸
。み
な
さ
ん
は
本
物
の
平
戸
を
体
験
し
て
い
ま
す
か
？

黒
田
市
長
の
平
戸

黒
田
市
長
の
平
戸
初　
験
体

記

黒
田
市
長
の
平
戸
初　
験
体

記

　カピタンの日記とは・・・

「400年前には平戸オランダ商館のカピタン

が日記を書きましたので、それを再現し、

カピタンから見た平戸やオランダの文化の

違いや説明をこのコーナーで提供します。」

広報ひらど 平成24年４月号 20Hirado City Public Relations,2012.421
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対
談

黒田　成彦黒田　成彦

大
な
花
火
大
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
街

頭
パ
レ
ー
ド
を
盛
大
に
執
り
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
最
近
は
熱
中
症
な
ど
の
心
配
も

あ
り
、
若
干
縮
小
し
な
が
ら
継
続
し
て
い

ま
す
。
外
国
か
ら
も
イ
ギ
リ
ス
や
オ
ラ
ン

ダ
、
ア
メ
リ
カ
や
メ
キ
シ
コ
か
ら
も
来
賓

を
お
招
き
し
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
戸
市
長　

２
０
１
３
年
は
平
戸
市
に
イ

ギ
リ
ス
商
館
が
設
置
さ
れ
て
４
０
０
周
年

の
節
目
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
ぜ
ひ
と
も

伊
東
市
の
事
例
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
按
針
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
イ
ギ
リ

ス
の
メ
ド
ウ
ェ
イ
市
か
ら
も
多
く
の
お
客

様
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
考
え
て
い

ま
し
て
、
こ
の
夏
に
は
イ
ギ
リ
ス
へ
の
訪

問
も
計
画
中
で
す
。

伊
東
市
長　

伊
東
市
は
今
年
の
秋
に
メ
ド

ウ
ェ
イ
市
と
の
友
好
都
市
締
結
30
周
年
を

記
念
し
て
、
訪
問
事
業
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
両
市
で
は
お
互
い
の
高
校
生
が
夏
休

み
を
利
用
し
て
毎
年
２
人
ず
つ
の
交
換
留

学
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
な
ど
の
受
け
入
れ
事
業
は
民
間

主
導
で
や
っ
て
い
く
こ
と
が
長
続
き
し
ま

す
し
、
意
義
深
い
成
果
が
で
ま
す
ね
。
行

政
が
前
に
出
る
と
マ
ン
ネ
リ
化
し
ま
す
か

ら
ね
。

平
戸
市
長　

長
崎
県
は
オ
ラ
ン
ダ
や
ポ
ル

ト
ガ
ル
と
の
歴
史
的
な
つ
な
が
り
が
深
く
、

平
戸
市
長（
黒
田
成
彦
）　

平
戸
市
は
三
浦

按
針
が
没
し
た
終
焉
の
地
と
し
て
、
毎
年

５
月
の
第
４
日
曜
日
に
市
民
団
体
の
主
催

で
過
去
15
回
、「
按
針
忌
」が
行
な
わ
れ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
の
私
の
訪
問
は
、

伊
東
市
の「
按
針
祭
」と
い
う
盛
大
な
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
そ
の
お
話
を
伺
い
に

参
り
ま
し
た
。

伊
東
市
長（
佃
弘
巳
）　

伊
東
市
で
は
か
ね

て
よ
り
夏
の
観
光
客
を
増
大
さ
せ
る
た
め

の
対
策
と
し
て「
按
針
祭
」と
銘
打
っ
て
盛

特
に
平
戸
で
は
昨
年
９
月
に
オ
ラ
ン
ダ
商

館
を
復
元
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
と
の
交
流
の
可
能
性

に
つ
き
ま
し
て
も
伊
東
市
さ
ん
は
大
先
輩

な
の
で
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
同
時
並
行
し
て
大
分
県
臼
杵
市

や
神
奈
川
県
横
須
賀
市
と
の
連
携
も
探
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

伊
東
市
長　

お
役
に
立
て
る
こ
と
が
あ
れ

ば
遠
慮
な
く
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
。

私
も
平
成
の
初
め
ご
ろ
、
確
か
市
議
会
議

員
だ
っ
た
時
に
平
戸
を
訪
問
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

平
戸
市
長　

今
は
も
っ
と
町
並
み
が
美
し

く
整
備
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
近

い
う
ち
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

伊
東
市
長　

私
た
ち
は
、
長
野
県
諏
訪
市

と
姉
妹
都
市
関
係
に
あ
り
、
そ
の
諏
訪
市

と
長
崎
県
壱
岐
市
が「
御
柱
」を
使
っ
た

伝
統
行
事
の
関
係
で
お
付
き
合
い
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
伊
東
市
は
壱
岐
市
と
諏
訪
市

と
の
三
角
交
流
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
競
輪
事
業
の
関
係
で
佐
世
保
市
や
佐

賀
県
武
雄
市
と
も
交
流
を
密
に
し
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
で
全
国
市
長
会
の
温
泉
所
在

都
市
協
議
会
に
は
平
戸
市
は
加
盟
し
て
い

ま
す
か
？

平
戸
市
長　

平
戸
に
は
温
泉
が
あ
り
ま
す

が
、
加
盟
し
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

伊
東
市
長　

そ
う
で
す
か
。
温
泉
が
所
存

す
る
こ
と
に
伴
っ
て
生
ず
る
各
種
の
問
題

を
総
合
的
に
調
査
研
究
す
る
会
な
の
で
、

で
き
れ
ば
ぜ
ひ
加
盟
し
て
も
ら
っ
て
、
国

な
ど
に
よ
る
規
制
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

協
力
を
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
私
は
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
県
議
会
議
員
経
験
者
だ
か

ら
提
言
型
、
改
革
型
の
行
政
手
法
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
黒
田
市
長
さ
ん
も
経
歴

を
拝
見
し
た
ら
同
じ
タ
イ
プ
の
や
り
方
で

市
政
を
進
め
て
お
ら
れ
る
と
感
じ
ま
し
た

が（
笑
）。

平
戸
市
長　

そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

（
笑
）。
あ
ま
り
前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
民

間
の
発
想
を
取
り
入
れ
な
が
ら
市
民
目
線

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

伊
東
市
長　

こ
れ
か
ら
は
地
方
自
治
体
レ

ベ
ル
で
し
っ
か
り
と
連
携
し
て
情
報
交
換

し
な
が
ら
方
向
性
を
見
出
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。
お
互
い
に
切
磋
琢

磨
し
て
国
に
対
し
て
地
方
の
声
を
強
く
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

伊
東
市
長　

今
、
九
州
は
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ

ス
や
上
海
航
路
の
復
活
で
東
ア
ジ
ア
の
活

力
を
呼
び
込
む
取
り
組
み
が
全
国
的
に
も

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

平
戸
市
長　

平
戸
市
は
近
隣
の
自
治
体
と

共
に
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
と
も
周
遊
観
光
事

業
を
進
め
て
い
ま
す
し
、
福
岡
や
佐
賀
県

の
都
市
と
連
携
し
な
が
ら
台
湾
か
ら
の
誘

客
戦
略
を
進
め
て
い
ま
す
。
特
に
、
平
戸

は
鄭
成
功
の
生
誕
地
な
の
で
ど
ん
ど
ん
前

面
に
出
て
連
携
会
議
を
発
足
し
成
果
が
見

え
て
い
ま
す
。

伊
東
市
長　

実
は
、
私
た
ち
も
台
湾
と
の

交
流
の
実
績
が
あ
り
ま
し
て
、
昨
年
11
月

に
は
台
北
市
の「
温
泉
ま
つ
り
」に
参
加

し
て
い
ま
す
。
台
湾
観
光
局
長
や
台
湾
の

政
府
機
関
の
人
た
ち
と
も
親
密
に
交
流
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
台
湾

と
の
つ
な
が
り
は
も
の
す
ご
く
深
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

平
戸
市
長　

伊
東
市
は
台
湾
交
流
に
お
い

て
も
か
な
り
の
先
輩
で
す
ね
。
私
た
ち
は

台
南
市
と
の
お
付
き
合
い
が
古
く
か
ら
あ

り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
民
間
交
流
を
主
体

と
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
こ
の

つ
な
が
り
を
も
っ
と
広
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

伊
東
市
長　

今
年
の
３
月
25
日
に
は
、
静

岡
空
港
か
ら
台
湾
桃
園
国
際
空
港
へ
週
３

便
就
航
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ア

ジ
ア
を
舞
台
に
お
互
い
の
交
流
が
盛
ん
に

市長のトップ対談シリーズ12
国際観光都市として相互連携による活性化～現場を重視し歴史に根ざした戦略づくり～

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
九
州
で
は
鹿
児

島
・
宮
崎
が
盛
ん
に
交
流
実
績
を
積
み
上

げ
て
い
ま
す
ね
。

平
戸
市
長　

平
戸
市
で
は
本
年
、
鄭
成
功

の
生
家
再
現
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

て
、
世
界
に
１
つ
し
か
な
い
事
業
と
し
て

中
国
福
建
省
や
台
湾
か
ら
の
誘
客
拡
大
に

つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

伊
東
市
長　

私
が
懇
意
に
し
て
い
る
台
湾

大
手
の
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
福
岡
市
内

に
事
務
所
を
構
え
て
い
て
、
ま
た
韓
国
の

知
り
合
い
の
旅
行
会
社
は
愛
媛
県
内
に
事

務
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
よ
。
い
ず
れ
も

日
本
で
ゴ
ル
フ
を
し
た
い
と
い
う
観
光
客

を
取
り
込
む
た
め
の
戦
略
だ
と
聞
い
て
い

ま
す
。
伊
東
市
も
観
光
な
く
し
て
地
域
振

興
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
こ
う
し
た
情
報

に
は
絶
え
ず
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
い
ま
す

し
、
観
光
庁
の
溝
畑
長
官
と
も
日
ご
ろ
の

交
流
を
通
し
て
、
信
頼
関
係
の
構
築
を

図
っ
て
い
ま
す
。

平
戸
市
長　

機
会
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
溝
畑

長
官
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
そ
れ
に
し
て

も
、
今
日
お
話
を
伺
っ
た
だ
け
で
も
、
伊

東
市
の
取
り
組
み
に
は
た
く
さ
ん
参
考
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
交
流

を
通
じ
て
ご
指
導
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
本
日
は
定
例
議
会
の
一
般
質
問
当
日

と
い
う
お
忙
し
い
中
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
際
観
光
都
市
と
し
て

相
互
連
携
に
よ
る
活
性
化
を
！

〜
現
場
を
重
視
し
歴
史
に
根
ざ
し
た
戦
略
づ
く
り
〜 佃　弘巳

静岡県伊東市長

黒田　成彦

市長のトップ
対談シリーズ
12

平戸市長平戸市長平戸市長

三
浦
按
針
が
共
通
の
歴
史
資
産

英
国
商
館
４
０
０
周
年
で
連
携
を

ア
ジ
ア
地
域
の
活
力
を
国
内
に

九
州
の
取
り
組
み
に
注
目

自
治
体
連
携
に
よ
る
活
性
化
で

切
磋
琢
磨
し
地
方
の
声
を
国
へ

今回のお相手・佃　弘巳さん
　昭和22（1947）年生まれ、65歳。静岡県伊東市出身。昭
和58年から平成６年まで伊東市議会議員を、平成７年から
平成17年５月まで静岡県議会議員を務める。平成17年５月
29日に第16代伊東市長に就任。
　伊東市は、太平洋に突き出し、温暖な気候に恵まれた伊豆
半島の東に位置しており、風光明媚な国際観光温泉文化都市
として、１年を通じてたくさんのお客様を迎えています。
■人　口　73,854人　（男34,686人・女39,168人）
■世帯数　34,969世帯（平成24年3月1日現在）
■面　積　124.13ｋ㎡

つくだ　　　　 ひろ      み

▲伊東市最大のイベント「按針祭」。毎年8月10日に、国際親善を願い▲伊東市最大のイベント「按針祭」。毎年8月10日に、国際親善を願い
外国来賓も参加して、国際色豊かな式典が盛大に開催されます。外国来賓も参加して、国際色豊かな式典が盛大に開催されます。
▲伊東市最大のイベント「按針祭」。毎年8月10日に、国際親善を願い
外国来賓も参加して、国際色豊かな式典が盛大に開催されます。



■■活動ＤＡＴＡ■■

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？
募集しています

「わかくさ読書会」 「読書と俳句で心を豊かに」

　私たちの読書会では、県立図書館から本を借りて１カ

月かけて読み、次の例会で本を読んだ感想や意見を交換

します。例会では、それぞれ違った人生感の中からいろ

いろな意見が出てきます。読書をして自己の知識を深め

るだけでなく、お互いに意見を交換することで豊かな人

生を送るヒントを得ています。また、私たちは俳句の会

も兼ねており、事前投句をして例会当日に互選します。

互選をして俳句の感想や意見を交換。このほか吟行会な

どもしています。俳句は身近なことについて詠むことも

多く、言葉を操り楽しく詠んでいます。会員が詠んだ句

は「南公だより」に載せてい

ただいています。これまで

句集を３冊発行しましたが、

これからも、自然豊かな南

部地区の風景や日常のでき

ごとなどを詠んでいきたい

と思います。

広報ひらど 平成24年４月号 24Hirado City Public Relations,2012.425

「クラブ紹介」
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して欲しい、
など掲載を希望する団体は下記までご連絡ください。

「なかよしおやこフォト」
発行月にお誕生日を迎える６歳まで（未就学児に限る）のお子さんとそのご両親、またはどちらか一方を募集します。掲
載は、先着２組の家族まで。申込期限は、発行月前の15日です。掲載のご予約は、お気軽に、お早めに。
○応募方法　写真に名前・住所・電話番号・メッセージ、家族紹介文を添えて郵便、またはＥメールにてご投稿ください。
※写真は返却しません。ご投稿いただいた作品は必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。

あて先　〒859-5192　平戸市岩の上町1508番地３　市長公室秘書広報班　E-Mail kouhou@city.hirado.lg.jp

vol.
　22

なかなか
よしよしおやこおやこ

フォトフォト

なか
よしおやこ

フォト
おやこ
フォト

ひ
らど

「フォトクラブ最西端」「フィルムからデジタルへ。“瞬間”を撮って30年」
　私たちは昭和56（1981）年、田平町在住で世界的な昆虫

生態写真家の栗林慧先生をはじめ、町内の写真愛好家10

数人を中心にして結成。田平町には旧国鉄松浦線・平戸口

駅（現在の松浦鉄道たびら平戸口駅）があり、日本最西端

の駅であることから「フォトクラブ最西端」と名づけまし

た。活動は毎月１回の例会と、撮影技術の向上を目指して

撮影会を行うほか、結成当時から毎年クラブの写真展を開

催。例会では、会員が撮影した写真を互選で順位を決め、

プロ写真家の２人の顧問が作品について講評をします。写

真は田平町文化祭などでも展示し、写真文化の普及に努め

ています。結成から30周年

を迎え、記念写真集「西から

の便り」を発行。３月18日

に行った記念式典では、旧

会員および多くの写真愛好

家なども駆けつけ、親睦を

深めました。

■■活動ＤＡＴＡ■■
活 動 日／例会  毎月10日（土日にかかる場合は月曜日）
活動会場／北松中央病院研修会館
対 象 者／写真が好きな人はどなたでも
連 絡 先／☎57-2094（事務局）
会 員 数／ 24人
参 加 費／ 15,000円（年間）5,000円（入会金）
顧　　問／栗林　慧さん・浜崎さわこさん
事務局長／石井　哲さん（田平町小手田免）

平川　英二さん ・瞳さん（田平町山内免）

大和くん・慧くん（H20.４.22生）

笑顔いっぱい！すくすく元気に大きくなぁれ

■呼び方 「はる」

■好きな遊び 「楽器を鳴らして遊ぶこと」

■興味を持ち始めたこと 「お兄ちゃんの持ち物」

■天使のしぐさ 「おしりふりふりダンス」

■呼び方 「さとし」「さっとん」

■好きな遊び 「ヒーローごっこ」「かるた」

■興味を持ち始めたこと 「お手伝い」「ひらがな」

■天使のしぐさ 「ソフトクリームを食べるときのペコちゃん顔」

　２月から保育園に通い始めた、はる。最初は泣い
ていたけれど、バイバイと手を振って見送るように
なりました。保育園が楽しそうでうれしいです。
　最近は、つかまり立ちから手を離して立つことに
チャレンジ中。たまに転んで泣いてしまうこともあ
るけれど、小さな足で踏ん張る姿はたくましく、も
しかしたら1歳の誕生日が来る前に歩けるようにな
るかもしれません。早くお兄ちゃんと一緒に遊べる
ようになりたいね。１歳のお誕生日おめでとう！

いつも元気いっぱいで、お兄ちゃんと仲良くね

　４歳のお誕生日おめでとう！示子おばあちゃんや
周りのみんなにかわいがってもらって甘えん坊だっ
た慧が、この春から小学生になるお兄ちゃんへの競
争心で少しずつ頼もしくなっているのを、とてもう
れしく思っています。
　お手伝いや登園の準備も頑張っているし、スイミ
ングにも楽しんで通えるようになったね。これからも、
その笑顔と負けん気でたくさんのことにチャレンジ
していこうね。応援しているよ！

ひらかわ　　えい じ

青﨑　庄一郎さん ・智沙さん（前津吉町）

直継くん・陽仁くん　　　　　・寛宗くん（H23.4.17生）

あおさき　　しょういちろう ち　  さ

ひろ むねなお つぐ はる ひと

さとしやまと

ひとみ

活 動 日 ／毎月１回（開催日に次回の例会日を決定）
活動場所／南部公民館
対 象 者 ／主に南部地区にお住まいの人
連 絡 先 ／ 27-2029（代表宅）
会 員 数 ／ 13人
参 加 費 ／ 3,000円（年会費・県立図書館登録料含む）
代 　 表 ／大石　富美さん（上中津良町）



　平成24年全国広報コンクールへの県推薦
作品の審査が行われ、広報ひらどが、平成
24年長崎県広報コンクール広報紙（市部）の
部門と組み写真の部（市部）の２部門におい
て、県代表として今年５月に行われる全国広
報コンクールに推薦されることが決まりまし
た。取材にご協力ご支援いただきましたみな
さん、ありがとうございました。

広報紙の部（市部）と
組み写真の部（市部）の２部門で
平成24年全国広報コンクールに推薦　

　広報紙（市
部）推薦となっ
た平成23年６
月号

▼組み写真の
部（市部）推薦
となった平成
23年９月号

▼

　郵便、FAX、E‐Mailで、氏 名（ふりがな）、年齢、
性別、住所、電話番号、ペンネームまたはイニシャル
を記入の上、広報ひらどを読んだ感想や取り上げてほ
しい話題や記事、平戸市への思い、あなたの身近な出
来事などを書いてご応募ください。
　お便りをいただいた人の中から抽選で10名様に上
記商品をプレゼント。応募締切は４月19日（木）当日
消印有効です。当選の発表は、商品の発送をもって代
えさせていただきます。

◎あて先
　〒859‐5192　平戸市岩の上町1508番地3
　市長公室政策推進課秘書広報班
　「市民の声＆読者プレゼントコーナー」係　
　▼F A X 　22‐2419
　▼E-Mail　kouhou@city.hirado.lg.jp
※市ホームページからも投稿することができます。
※個人情報の取り扱いについては、「平戸市個人情報
　保護条例」に基づき適正に行います。なお、プレゼ
　ント発送のために個人情報を商品取り扱い事業者に
　提供いたしますのであらかじめご了承ください。

P R E S E N T S
読者プレゼントコーナー

市民のみなさんからの
おたよりお待ちしています。

　

ち
ょ
っ
と
自
信
な
さ
げ
に
鳴
い
て
い
た

ウ
グ
イ
ス
が
３
月
に
入
り
、
自
慢
の
喉
で

ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
。
春
の
訪
れ
を
告
げ
て
い

ま
す
。
桃
の
花
が
咲
き
、
桜
の
花
が
咲
き
、

暖
か
く
な
っ
て
き
ま
す
よ
。
み
な
さ
ん
出

か
け
ま
せ
ん
か
。

（
ア
ユ
タ
の
母　

67
歳
女
性
）

●

　

年
明
け
の
朝
、
犬
と
散
歩
中
の
一
句
。

「
ヤ
ブ
の
中　

ガ
サ
ガ
サ
音
し
て　

足
止

ま
る
」。
さ
っ
そ
く
帰
宅
し
て
夫
へ
披
露
。

途
端
に「
バ
カ
ヤ
ロ
ウ
！
そ
り
ゃ
罠
に
掛

か
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
が
！
」と
。
80
キ

ロ
の
イ
ノ
シ
シ
で
し
た
。
イ
ノ
シ
シ
の
被

害
は
凄
ま
じ
い
で
す
ね
。「
マ
タ
ギ
犬
ゴ

ン
と
イ
ノ
シ
シ
槍
王
の
闘
い
」と
い
う
児

童
書
に「
ま
さ
に
明
日
収
穫
だ
と
い
う
声

が
聞
こ
え
た
か
の
様
に
前
の
晩
に
や
ら
れ

る
」と
あ
り
ま
す
が
、
わ
が
家
も
そ
の
と

お
り
で
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
本
で
は
、
今

の
現
状
の
主
な
要
因
は
、
昭
和
30
年
代
の

杉
植
林
、
そ
の
後
の
放
っ
た
ら
か
し
に
あ

る
と
い
い
ま
す
。
車
を
走
ら
せ
る
と
、
遠

く
に
近
く
に
、
右
に
左
に
、
恐
い
ほ
ど
の

う
っ
そ
う
と
し
た
杉
林
が
迫
っ
て
き
ま
す
。

　

私
は
当
地
の「
よ
か
っ
ち
ゃ
な
い
!?
」の

方
言
が
好
き
で
す
が
、
こ
の
問
題
は「
な

ん
と
か
せ
ん
ば
ま
ず
か
!!
」と
思
う
の
で

す
。

（
平
戸
娘　

60
歳
代
女
性
）

●

　
「
平
戸
瀬
戸
市
場
」オ
ー
プ
ン
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
っ
そ
く
行
っ
て
き
ま

し
た
。
日
の
浦
商
店
街
も
活
気
い
っ
ぱ
い

で
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
ま
す
ま
す
発

展
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ　

61
歳
女
性
）

●

　

田
平
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会（
北

小
・
東
小
・
南
小
・
田
平
中
）で
は
、
東

日
本
大
震
災
被
災
者
の
た
め
に
何
か
で
き

な
い
か
を
話
し
合
い
、
母
親
委
員
会
が
中

心
と
な
っ
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
繭
玉
を
製
作

し
、
田
平
中
Ｐ
Ｔ
Ａ「
親
子
ふ
れ
あ
い

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
」で
の
売
上
金
全

額
を
義
援
金
と
し
て
送
り
ま
し
た
。

　

校
区
を
越
え
た
ご
協
力
で
、
延
べ
１
２

０
人
を
超
え
る
お
母
さ
ん
た
ち
の
参
加
が

あ
り
、
予
定
を
上
回
る
１
３
０
個
の
手
作

り
繭
玉
が
集
ま
り
、
結
果
は
も
ち
ろ
ん
大

好
評
で
す
べ
て
完
売
で
し
た
。
今
回
の
活

動
を
通
し
て
、
み
な
さ
ん
の
優
し
さ
や
温

か
さ
に
触
れ
、
改
め
て
町
内
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
結

び
つ
き
を
更
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
会
員
一
同
、
被
災
地
の
１

日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
田
平
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

・
母
親
委
員
会
）

●

　

２
月
５
日
、
今
年
も
川
内
峠
の
野
焼
き

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
朝
の
う

ち
に
小
雨
が
降
り
、
延
期
か
と
思
い
き
や

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
焼
け
跡
は
、
例
年
に

な
い
不
完
全
燃
焼
で
残
念
で
し
た
。
１
週

間
後
の
12
日
は
、
晴
天
で
し
た
の
に
！

　

結
果
論
で
言
う
の
は
大
変
失
礼
で
す
が
、

時
の
状
況
を
み
て
、
待
つ
余
裕
も
大
事
で

は
。
せ
っ
か
く
黒
い
野
に
な
る
の
に
、
半

焼
け
で
残
念
で
し
た
。

（
Ｋ
・
Ｋ　

男
性
）

●

　

平
戸
シ
ー
サ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
２
、

12
キ
ロ
コ
ー
ス
に
参
加
し
ま
し
た
。
平
戸

の
街
の
お
ひ
な
様
を
ゆ
っ
く
り
見
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、
い
つ
も
通
ら
な

い
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
い
ろ
い
ろ
見
る

こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
雨
が
降

る
前
に
ゴ
ー
ル
に
着
い
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

（
黒
ね
こ
の
母　

48
歳
女
性
）

●

　

３
月
11
日
で
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年

た
ち
ま
し
た
。
思
え
ば
１
年
前
の
こ
の
日

の
午
後
、 

電
話
連
絡
網
が
回
っ
て
き
て

「
東
北
の
方
で
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
影
響
が
こ
ち
ら
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
子
ど
も
た
ち
を
海
岸
に
近
づ
け
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
」と
い
う
内
容
の

も
の
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
部
活
が
練

習
中
止
と
な
り 

少
し
早
く
帰
宅
し
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
で
も
、
そ
の
時
は
そ

ん
な
に
ひ
ど
い
も
の
だ
と
は
思
っ
て
も
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
津

波
が
来
て
、
た
く
さ
ん
の
家
を
飲
み
込
ん

で
い
く
映
像
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。
今
も

な
お
、
大
変
な
状
況
は
続
い
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
早
い
復
興
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

（
菜
の
花
）

●

　　

こ
の
前
、
い
と
こ
の
お
姉
ち
ゃ
ん
の
結

婚
式
に
行
き
ま
し
た
。
お
姉
ち
ゃ
ん
は
、

と
っ
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
ご
ち
そ
う
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
花
束
を
渡
し
た

ら
、
お
み
や
げ
を
い
っ
ぱ
い
も
ら
っ
て

と
っ
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
し

ん
せ
き
の
誰
か
が
結
婚
し
た
ら
い
い
な
ぁ

と
思
い
ま
し
た
。

（
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ　

11
歳
女
性
）

●

※

こ
の
ほ
か
、
４
通
の
お
便
り
が
あ
り
ま

　

し
た
。

このコーナーは、広報ひらどの読者のみなさん
からの声を伝えるページです。
広報ひらどへの感想、平戸市への思い、
身近な出来事など、
たくさんの声をお寄せください。

c
o
m
m
u
n
ity

市民の声
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今回の応募総数は、12通でした。

※プレゼントは、事業所などから提供をいただいています。

▲３月３日に行われた「第1回田平YOSAKOi祭り」からの一コマ▲３月３日に行われた「第1回田平YOSAKOi祭り」からの一コマ▲３月３日に行われた「第1回田平YOSAKOI祭り」からの一コマ

岩野上醤油醸造場
さしみ醤油（1ℓ）・桜酢（1ℓ）のセットを
10名様にプレゼント
　キッコーイワで長年親しまれている、生月町特産の
岩野上醤油。しょう油は麹が生命。 その宝麹を大切に
守り続け、受け継がれる丹念な手仕事をすることによ
り、手作りの風味豊かな自然の味わいを家庭の食卓に
お届けします。
　岩野上醤油の代名詞である、しょうゆ「さしみ」は濃
厚で甘口。「刺身を食べるなら、しょう油は岩野上」と
指名する人も多く、漁師町のしょう油は食卓に欠かせ
ない調味料として親しまれています。
　また、調味料として欠かせないお酢「桜酢」は、料理
に幅広く使うことができます。
　今月は、しょう油「さしみ」とお酢「桜酢」をセットに
して、10名様にプレゼントします。　
　◎プレゼント品についてのお問い合わせ
　岩野上醤油醸造場（キッコーイワ）
　〒859-5705 平戸市生月町舘浦112番地 
　TEL　0950-53-1016　FAX　0950-53-3116

岩野上醤油岩野上醤油岩野上醤油

漁師町・生月で生まれ育ち、親しまれるふるさとの味。



平戸市からのお知らせ

募　

集

　　
　
　
　
　
　
　

問
長
寿
保
険
課
国
保
年
金
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
９
３

４
月
か
ら
年
金
相
談
が
完
全
予
約
制

に
変
わ
り
ま
す

　　
　
　

問
長
寿
保
険
課　

在
宅
高
齢
者
支
援
班

　
　
　
　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）　　
　
　

　
　
　
　

☎
内
線
２
５
９
７

「
い
き
い
き
脳
の
健
康
教
室
」に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　　
　
　
　
　

問
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

　　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
６
２
３

「
平
戸
市
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）

建
設
基
本
計
画（
案
）」へ
の
意
見
を

募
集
し
ま
す

　
「
平
戸
市
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）建
設

基
本
計
画（
案
）」と
は
、
平
戸
市
離
島
開
発
総

合
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
に
伴
い
、
北
部
公
民
館

と
平
戸
図
書
館
を
併
設
し
た
複
合
施
設
の
建
設

基
本
計
画
で
す
。

　

誰
も
が
利
用
し
や
す
く
、
学
習
・
研
究
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
資
料
の
充
実
な
ど
、
市
民
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
機
能
を
有
し
た
施
設
と
す
る
た

め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
率
直
な
ご
意
見
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
募
集
期
間　

４
月
10
日（
火
）〜
５
月
10
日

　
（
木
）

　

※

郵
送
の
場
合
は
５
月
10
日
の
消
印
有
効

○
計
画（
案
）の
閲
覧
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

　

情
報
公
開
室（
市
役
所
３
階
）、
各
教
委
分
室
、

　

各
公
民
館
お
よ
び
生
涯
学
習
課
で
募
集
期
間

　

の
間
、
閲
覧
で
き
ま
す
。

○
意
見
提
出
の
方
法　

計
画（
案
）に
対
す
る

　

意
見
、
住
所
、
氏
名（
ま
た
は
団
体
名
）、
電

　

話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、
次
の
方
法
で
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
生
涯
学
習
課
・
各
教
委
分
室
・
各
公
民
館

　
　

へ
直
接
提
出

　

②
郵
便
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

　
　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

　
　

Ｅ
メ
ー
ル　

shogai@
city.hirado.lg.jp

　

③
Ｆ
Ａ
Ｘ　

22―

２
８
７
８

学
習
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

脳
を
活
性
化
さ
せ
認
知
症
を
予
防
す
る
た
め

の
健
康
教
室
の
学
習
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

○
教
室
内
容　

簡
単
な
読
み
書
き
・
計
算
の「
脳

　

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
材
」を
使
っ
た
、
週
１

　

回
の
教
室
で
す
。
教
室
の
な
い
日
も
毎
日
10

　

分
程
度
で
で
き
る
自
宅
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
材

　

を
お
渡
し
し
ま
す
。

○
対
象
者　

平
戸
市
内（
主
に
田
平
地
区
）在

　

住
の
65
歳
以
上
の
人

○
受
講
期
間　

６
月
15
日
か
ら
11
月
22
日
ま
で

　

の
週
１
回（
毎
週
金
曜
日
予
定
）全
24
回

　

午
前
10
時
か
ら
１
時
間
程
度

○
と
こ
ろ　

田
平
町
民
セ
ン
タ
ー　

研
修
室
２

○
募
集
人
数　

20
人

○
受
講
料　

教
材
費
と
し
て
月
額
１
，
０
０
０

　

円
○
申
込
方
法　

６
月
1
日（
金
）ま
で
に
電
話

　

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　

教
室
の
学
習
参
加
者
を
支
援
す
る
学
習
サ

ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

○
活
動
内
容　

週
に
１
回
３
時
間
程
度
、
参
加

　

学
習
者
へ
の
学
習
支
援
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　

シ
ョ
ン

○
対
象
者　

平
戸
市
内
在
住
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

活
動
に
興
味
が
あ
る
、
お
お
む
ね
60
歳
ま
で

　

の
人

○
活
動
期
間　

６
月
15
日
か
ら
11
月
22
日
ま
で

　

の
週
１
回（
毎
週
金
曜
日
予
定
）全
24
回

○
と
こ
ろ　

田
平
町
民
セ
ン
タ
ー　

研
修
室
２

○
手
当
て　

１
回
２
，
０
０
０
円（
交
通
費
含

　

む
）

○
申
込
方
法　

６
月
1
日（
金
）ま
で
に
電
話

　

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

佐
世
保
年
金
事
務
所
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
は
、
こ
れ
ま
で
相
談
会
場
先
着
順
に
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
し
た
が
、
相
談
者
の
待
ち
時
間

を
解
消
す
る
た
め
、
４
月
か
ら
完
全
予
約
制
と

な
り
ま
す
。

　

希
望
す
る
相
談
日
の
前
日
ま
で
に
、
電
話
で

相
談
日
・
時
間
を
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

○
予
約
申
込
先　

佐
世
保
年
金
事
務
所
お
客
様

　

相
談
室　

℡
０
９
５
６‐

34‐

１
１
４
５

　

※

予
約
受
付
時
間
は
、
平
日
の
午
前
８
時
30

　
　

分
〜
午
後
５
時

　

※

予
約
受
付
の
際
、
相
談
者
の
氏
名
、
基
礎

　
　

年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
相
談
内
容
に
つ

　
　

い
て
確
認
し
ま
す
。
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健康・福祉いきいき通信

健康・福祉

いきいき通信
　介護保険制度は、支援を必要とする高齢者を支える仕組みとして定着してきました。
一方で、人口減少や超高齢化（本市の高齢化率は32.2％）、ひとり暮らし高齢者世帯の
増加など、高齢者を取り巻く環境はめまぐるしく変化しています。また、介護費用の負
担増や認知症高齢者対策、施設入所待機者の増加など、さまざまな課題がうきぼりに
なってきました。このような状況を踏まえ、本市では、高齢者福祉・介護保険事業計画
の評価と検証を行い、介護保険制度の円滑な運用実現のために計画の見直しを行いま
した。  　　　　　　　　　　【お問い合わせ】　長寿保険課介護保険班(☎内線2585)

本市がめざす高齢社会像

介護保険料（年額）が変わります

介護施設の整備

「地域包括ケア」の実践

　一人ひとりの高齢者が、「自分らしさ」を発揮しながら
生涯「自分らしく」暮らし続けることができるまち

　65歳以上の人（第1号被保険者）の保険料については、
本市で行う介護サービスをまかなえるよう算出した「基準
額」をもとに、所得に応じた負担となるよう、７段階にわ
かれます。
　第５期（平成24～ 26年度）の基準額は、年々増加す
る介護サービス費の影響により、第４期と比較して
8,200円増額の年額56,200円となります。

　増加傾向にある介護施設の入所待機者の減少を目的
に、引き続き介護保険施設の整備を実施します。

４月から「介護保険」が変わります。
～『平戸市高齢者福祉計画・平戸市介護保険事業計画』（第５期）の策定～

ＨＩＴＯ

　
　
　『地域包括ケア』とは、「医療」「介護」「予防」「生活支
援」「住まい」の５つのサービスを一体化して提供し、高
齢者が要介護状態になっても、可能な限り住み慣れた地
域で生活し続けることができる仕組みのことをいいます。
　第３期計画（平成18～ 20年度）から継続するこの仕
組みを、これまでの基本的な考え方をもとに、高齢者の
見守り体制の整備や、生きがいづくり、日常生活の困り
事に対する支援といった身近な諸問題にきめ細かく対応
できるよう、生活支援サービスの充実を重点事項として
定め、取り組みの強化を図ります。

介護

医療生活支援

予防住まい

■地域包括ケアのイメージ

対象となる人
生活保護を受けている人や
世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受けている人

世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額と
前年の課税年金収入額の合計が80万円以下の人

世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額と
前年の課税年金収入額の合計が80万円を超える人

世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税で、
前年の合計所得金額と前年の課税年金収入額の合計が80万円以下の人

世帯の誰かに住民税が課税されているが、
本人は住民税非課税で、上記以外の人

本人が住民税課税で、
前年の合計所得金額が125万円未満の人
本人が住民税課税で、
前年の合計所得金額が125万円以上200万円未満の人
本人が住民税課税で、
前年の合計所得金額が200万円以上の人

所得段階
第１段階

第２段階

第３段階

特　　例
第４段階
第４段階
（基準額）
第５段階

第６段階

第７段階

保険料の調整率

基準額×0.50

基準額×0.60

基準額×0.75

基準額×0.88

基準額×1.00

基準額×1.08

基準額×1.25

基準額×1.50

保険料（年額）

28,100円

33,700円

42,100円

49,400円

56,200円

60,600円

70,200円

84,300円

■介護保険料（年額）の改定

地域のみなさんへ必要な情報を伝えるために
　田平町区長会では掲示板を購入し、田平地区の公民館などに設
置しました。これは、地域住民のコミュニケーションを図ること
と、地域活動や行政からの広報を明るく住みやすい地域づくりに
役立てることを目的として設置されたものです。地区掲示板は老
朽化が進んでいましたが、情報周知が円滑にできるようになりま
した。これは宝くじの普及広報事業の一環として財団法人自治総
合センターからの助成を受けて設置したものです。



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ
　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
消
防
本
部
予
防
課

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
１
４
７

平
成
24
年
度
第
１
回
危
険
物
取
扱
者

試
験
が
行
わ
れ
ま
す

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
農
林
課
農
林
整
備
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
６
３

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
が

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　

指
定
管
理
者
を
決
定
し
ま
し
た

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
総
務
課
行
政
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
１
３

　
「
脳
ド
ッ
ク
」を
実
施
し
ま
す

　　
　
　

問
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
づ
く
り
推
進
班

　　
　
　
　

☎
内
線
３
７
６
１

所
管
課

指
定
管
理
者

施
設
名
称

企
画
課

都
市
計
画
課

平
戸
文
化

セ
ン
タ
ー

平
戸
市

亀
岡
庭
球
場

財
団
法
人

平
戸
市

振
興
公
社

財
団
法
人

平
戸
市

振
興
公
社

【
共
通
事
項
】指
定
期
間
：
平
成
24
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
３
月
31
日

　
　
　
　
　

※
２
施
設
を
一
括
公
募

退職者氏名 旧所属・職名
田 代 久 光
戸 田 幾 嘉
永 田 米 吉

永 田 郁 郎

岡 　 恭 市

松 尾 茂 廣
川久保喜市
松 山 久 與

山 浦 直 美

守 山 育 範

松 本 昇 堅

神 田 篤 政

石 山 五 一

末 永 久 美

森 嵜 眞 悟
曽 川 和 則

柴 山 延 子

池 田 義 博

小 林 　 誠

氏 田 一 惠
山﨑早百合
大 坪 澄 子
田 口 久 美
川 淵 和 徳
岡 村 信 明
田川麻沙美

市民生活部長
福祉保健部長
観光商工部長
大島支所長
兼大島支所市民協働課長
監査委員事務局長
兼選挙管理委員会事務局長
消防長
農林水産部長
市民生活部理事兼税務課長
建設部理事兼都市計画課長
教育委員会理事
兼学校教育課長
教育委員会政策監
兼生月分室長
消防署長
農業委員会事務局長
平戸市民病院看護師長
兼療養病棟看護班長
学校教育課参事監兼指導主事
学校教育課参事兼指導主事
大島支所市民協働課
福祉保健班係長
水道局大島分室水道班長
平戸市民病院部長医
平戸市民病院主任
中部中学校用務員
田平南小学校用務員

大島支所産業建設課主査

建設部建設課主査

大島支所産業建設課一等航海

生月病院栄養士

お知らせ 平戸市農業委員会委員が決まりました
問農業委員会事務局　☎内線２６５３

職員の退職をお知らせします
－平成24年３月31日付－

問総務課人事班　☎内線2317

平戸市農業委員会委員   （任期:平成24年3月1日～平成27年2月28日）

阿部　　榮
横 山 享 二
横 尾 秀 雄
丸 田 保
小濵　　勉
寳 亀 巡 幸
瀧山　　博
亀 井 正 春
松 山 矢 市
塚本　　勇
藤村　　求
田 口 勝 𠮷
林　　憲治
宮 田 克 幸
杉 村 原 行
西 川 靖 子
山 下 忠 平
川 村 政 幸
藤 永 和 之
濵 本 寿 光
出口　　勲
末 永 武 好
山 本 順 子
末 吉 清 彦
石 田 勝 巳
川 下 博 文
山 村 茂 巳
七 種 一 郎
古 里 時 夫
須 藤 豊 博
松 本 一 郎
吉 福 弘 実
川 尻 修 治

大久保町
古江町
大山町
鏡川町
大野町
中野大久保町
根獅子町
宝亀町
獅子町
朶の原町
大川原町
草積町
野子町
志々伎町
堤町
神船町
野子町
生月町里免
生月町山田免
生月町壱部
生月町里免
生月町里免
生月町御崎
大島村前平
大島村大根坂
大島村的山川内
大島村西宇戸
田平町里免
田平町下寺免
田平町荻田免
田平町小崎免
田平町福崎免
田平町下寺免

住　　所氏　名 備　　考
選挙
選挙
選挙

選挙・会長
選挙
選任
選挙
選挙
選挙
選挙
選挙
選任
選挙
選挙
選挙
選挙
選任
選挙
選挙
選挙
選任
選任
選挙
選挙
選挙
選挙
選任
選挙
選挙

選挙・会長職務代理者
選挙
選挙
選任

平
戸
地
区

北
部
地
区

中
部
地
区

南
部
地
区

生
月
・
大
島
地
区

生
月
地
区

大
島
地
区

田
平
地
区

　新しい農業委員が決まりました。
　農地などに関する相談がありましたら、各地区の農業委員に、
お気軽にお尋ねください。

　

危
険
物
取
扱
者
と
は
、
消
防
法
に
基
づ
く
危

険
物
を
取
扱
う
た
め
に
必
要
と
な
る
国
家
資
格

で
す
。

○
試
験
区
分　

甲
種
、
乙
種（
第
１
類
〜
第
６

　

類
）、
丙
種

○
と　

き　

６
月
17
日（
日
）午
前
10
時

○
試
験
会
場　

長
崎
県
立
大
学
ほ
か

○
受
付
期
間　

４
月
９
日（
月
）〜
４
月
26
日

　
（
木
）ま
で

　

※

郵
送
の
場
合
は
４
月
26
日
の
消
印
有
効

○
願
書
の
配
布
場
所　

平
戸
市
消
防
署
、（
財
）

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
長
崎
県
支
部
、
長

　

崎
県
消
防
保
安
室
、
長
崎
県
各
振
興
局

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
を
対

象
に
脳
ド
ッ
ク
を
実
施
し
、
そ
の
検
査
料
金
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

○
受
診
期
間　

６
月
１
日（
金
）〜
10
月
31
日

　
（
水
）

○
実
施
医
療
機
関　

柿
添
病
院
、
青
洲
会
病
院
、

　

平
戸
市
民
病
院

○
検
査
内
容　

脳
検
査（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
Ｍ
Ｒ
Ａ
）、

　

心
電
図
、
尿
検
査
、
生
化
学
検
査
、
血
液
一

　

般
検
査
、
診
察
な
ど

○
受
診
者
負
担
金　

５
，
０
０
０
円

○
定　

員　

１
５
０
人

○
対
象
者　

市
内
に
居
住
し
て
い
る
平
戸
市
国

　

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
う
ち
、
40
歳
か

　

ら
74
歳（
昭
和
13
年
４
月
１
日
生
か
ら
昭
和

　

48
年
３
月
31
日
生)

の
人
で
、
世
帯
主
の
国

　

民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
な
い
人
。

○
申
込
期
間　

４
月
２
日（
月
）〜
20
日（
金
）

○
申
込
方
法　

保
健
セ
ン
タ
ー
、
長
寿
保
険
課

　

国
保
年
金
班
、
各
支
所
市
民
協
働
課
ま
た
は

　

出
張
所
へ
国
民
健
康
保
険
証
と
印
か
ん
を
お

　

持
ち
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お

　

募
集
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま

　

す
。

▼
注　

意　

脳
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
人
は
、
特

　

定
健
診
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。
重
複
し
て
受

　

診
し
た
場
合
は
、
特
定
健
診
の
受
診
料
全
額

　

が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

森
林
法
改
正
に
よ
り
、
今
年
４
月
以
降
、
新

た
に
森
林
の
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
人
は
、

市
町
村
長
へ
の
事
後
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

○
対
象
者　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や

　

相
続
な
ど
に
よ
り
森
林
の
土
地
を
新
た
に
取

　

得
し
た
人
。（
た
だ
し
、
国
土
利
用
計
画
法

　

に
基
づ
く
土
地
売
買
契
約
の
届
出
を
提
出
し

　

て
い
る
人
は
除
く
）

○
届
出
期
間　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か

　

ら
90
日
以
内

○
届
出
先　

取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市
町
村
の

　

長（
平
戸
市
の
窓
口
は
農
林
課
）

○
届
出
事
項　

届
出
者
と
前
所
有
者
の
住
所
氏

　

名
、
所
有
者
と
な
っ
た
年
月
日
、
所
有
権
移

　

転
の
原
因
、
土
地
の
所
在
場
所
・
面
積
と
と

　

も
に
、
土
地
の
用
途
な
ど
を
記
載
し
た
も
の
。

　

添
付
書
類
と
し
て
、
登
記
事
項
証
明
書（
写

　

し
も
可
）ま
た
は
土
地
売
買
契
約
書
な
ど
権

　

利
を
取
得
し
た
こ
と
が
分
か
る
書
類
の
写
し
、

　

土
地
の
位
置
を
示
す
図
面
が
必
要
で
す
。

　

市
で
は
、
体
育
施
設
や
文
化
施
設
、
福
祉
施

設
な
ど
の
公
の
施
設
の
管
理
に
つ
い
て「
指
定

管
理
者
制
度
」を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
３
月
末
日
で
指
定
期
限
を
迎
え
た

２
施
設
の
指
定
管
理
者
が
決
定
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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消防団協力事業所への表示証交付
　3月14日、北部公民館で「防災と復興を誓う集い及び平戸市消
防団協力事業所表示証交付式」が開催され、消防団員を２人以上
雇用し、消防団の活動に積極的に協力している8事業所に、消防
団協力事業所表示証の交付が行われました。
　また、防災と復興を誓う集いでは、東日本大震災の被災地へ派
遣された職員などの活動報告が行われたほか、市が職員を派遣し
ていた宮城県石巻市からのメッセージが読み上げられました。

防犯ブザーを寄贈していただきました
　３月９日、平戸ライオンズクラブの松尾勝博会長が教育長室を
訪れ、杉澤教育長に防犯ブザー 266個を贈呈しました。今年で
４回目となるこの取り組みは、平戸ライオンズクラブの社会奉仕
活動の一環で、市内の小学１年生に毎年寄贈していただいていま
す。松尾会長は「犯罪が起きないことが一番ですが、もしものと
きは身を守るために使ってほしいです」と手渡しました。防犯ブ
ザーは、市内の各小学校の新１年生に配布されます。



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

新役職名 氏　　名 旧所属・職名新役職名 氏　　名 旧所属・職名

お知らせ 職員の人事異動をお知らせします
－平成24年４月１日付（班長級以上）－ 問総務課人事班　☎内線2317

山　口　龍一郎

野 口 雅 文

近 藤 正 己

金　子　亜貴子

藤 井 誠 司

井 上 直 美

岡　　　康　則

村 田 範 保

池 田 修 二

鴨 川 恵 介

桝 田　俊 介

森　　　宗　隆

吉 住　龍 三

川　渕　　　宏

松 元　明 信

藤 山　修 一

小 川　茂 敏

佐々木　信　二

岡 部　輝 幸

塚 本　眞 実

石 田　宏 明

松 田　範 夫
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加 藤　栄 一

藤 田　法 恵

江 川　佳 徳

荒　木　　　誠

浅 田　秀 樹

舩 原　正 司

川 上　利 之

度　嶋　　　悟

大 浦　雄 二

松 山　稲 敏

谷 中　隆 治

石 原　賢 次

濵 田　裕 孝

内　山　久実夫

村 瀬　惣 治

前 田　洋 志

楠　富　　　誉

松　永　　　靖

市長公室

　政策推進課

 

　企画課

総務部

　総務課

　財政課

市民生活部

　税務課

福祉保健部

　福祉課

　長寿保険課

　保健センター

観光商工部

　観光課

農林水産部

　農林課

　水産課

建設部

　建設課

　都市計画課

水道局

議会事務局

監査委員事務局

　選挙管理委員会事務局

農業委員会事務局

教育委員会

　教育総務課

　学校教育課

公室長

課長

政策推進班長

政策推進班係長

広報情報班長

協働まちづくり班係長

理事（危機管理・行革担当）

課長

参事兼行政班長

行政班係長

課長

部長

理事（滞納対策担当）

課長

固定資産税班長

住民税班係長

部長

課長

課長

事務長

健康づくり推進班長

部長

課長

観光振興班長

観光振興班係長

部長

農務班係長

課長

課長

参事監（事務担当）

参事兼道路班長

課長

総務住宅班長

給水班係長

事務局長

事務局長兼選挙管理委員会事務局長

次長

事務局長

課長

課長

市長公室理事兼政策推進課長

市長公室政策推進課政策推進班長

建設部都市計画課総務住宅班長

田平支所市民協働課市民班長

市長公室企画課情報統計班長

市長公室政策推進課秘書広報班長

教育総務課長

観光商工部観光課長

総務部総務課行政班長

生涯学習課生涯学習推進班長

総務部財政課参事監（財政担当）

議会事務局長

病院局長兼平戸市民病院事務長

市民生活部税務課参事監（課税担当）

南部出張所係長

観光商工部観光課観光振興班係長

市長公室長

福祉保健部長寿保険課長

福祉保健部保健センター事務長

病院局次長兼生月病院事務長

市民生活部税務課固定資産税班長

福祉保健部理事兼福祉課長

総務部総務課長

市長公室政策推進課政策推進班係長

観光商工部観光課主査

長崎県壱岐振興局農林水産部長

総務課付係長

観光商工部観光課参事監（観光振興担当）

建設部建設課参事兼道路班長

総務部総務課参事監（行政担当）

田平支所産業建設課参事兼産業建設班長

生月支所産業建設課長

田平支所産業建設課産業建設班係長

水道局生月分室水道班長

選挙管理委員会事務局次長

生月支所長兼生月支所市民協働課長

福祉保健部保健センター参事監（健康づくり推進担当）

田平支所市民協働課長

福祉保健部福祉課参事監（生活福祉担当）

田平北小学校長

新役職名 氏　　名 旧所属・職名新役職名 氏　　名 旧所属・職名

山 村　昭 文

川 尻　洋 子

小 出　圭 治

峯 野　恵 美

村　田　　　勝

松 山　儀 博

赤　木　　　寛

田 中　義 則

山 浦　和 子

横 山　厚 子

種 岡　　　新

小 楠　美 春

濵　田　美津恵

大 西　友 美

杉　村　つぎみ

平 松　貫 治

中 野　裕 子

中 村　幸 一

夫津木　良　二

本 山　繁 治

田 中　義 巳

神 田　高 明

松 山　幹 夫

川 村　茂 実

大　石　　　満

川 口 智 和

松 本 正 治

宮 崎 正 則

今 野 隆 司

原 尾 綾 子

破 戸 　 修

石 橋 国 弘

北 川 　 貢

福　海　富美子

小 川 保 子

池 渕 和 子

今 村 達 也

綿 川 祐 一

大 浦 久 典

山野上　和　則

田 島 洋 子

松 山 恵 美

江 口 浩 幸

吉 沢 岳 虎

正　木　智惠美

末　永　　　寛

平 松 繁 己

氏 田 善 也

　生涯学習課

　文化遺産課

平戸市民病院

生月病院

消防本部

　消防署

生月支所

　

　生月支所市民協働課

　生月支所産業建設課

田平支所

　田平支所市民協働課

　田平支所産業建設課

大島支所

　大島支所市民協働課

南部出張所

ふれあいセンター

教育委員会生月分室

北松北部環境組合事務局

参事兼指導主事

参事兼指導主事

参事監（国体・高総体担当）

生涯学習推進班長

スポーツ推進班長

文化遺産班係長

文化遺産班係長

病院局長兼事務長

看護師長兼外来看護班長

看護師長兼療養病棟班長

技師長兼臨床検査班長

外来看護班看護師主任

外来看護班看護師主任（中材担当）

一般病棟看護班看護師主任

療養病棟看護班看護師主任

病院局次長兼事務長

一般病棟看護班看護師主任

消防長

警防課長

庶務係長

消防団係長

予防係長

係長

署長

副署長兼第２係長

生月出張所長

支所長兼生月支所市民協働課長

市民協働班長

市民協働班係長

市民協働班係長

市民協働班係長

課長

支所長兼田平支所市民協働課長

市民協働班長

市民協働班係長

市民協働班係長

市民協働班係長

課長

産業建設班長

支所長兼大島支所市民協働課長

市民協働班長

市民協働班係長

市民協働班係長

市民協働班係長

係長

館長

分室長

事務局長

石田小学校教頭

平戸中学校教諭

生涯学習課参事監（国体担当）

生涯学習課生涯学習推進班係長

観光商工部観光課観光振興班長

大島支所市民協働課地域協働班長

文化遺産課和蘭商館復元推進班長

ふれあいセンター理事兼館長

平戸市民病院外来看護班看護師主任

平戸市民病院看護師長兼外来看護班長

平戸市民病院参事兼臨床検査班長

平戸市民病院主任

平戸市民病院主任

平戸市民病院主任

生月病院一般病棟看護班看護師主任

市民生活部税務課参事監（滞納対策担当）

平戸市民病院療養病棟看護班看護師主任

田平支所長

消防署副署長兼第２係長

消防本部消防団係長

消防署中津良出張所副所長

消防署生月出張所副所長

消防本部予防係長

消防本部警防課長

消防署生月出張所長

消防本部庶務係長

農林水産部理事兼水産課長

生月支所市民協働課市民班長

舘浦出張所係長

生月支所市民協働課福祉保健班長

生月支所市民協働課地域協働班長

農林水産部水産課参事監（水産振興担当）

北松北部環境組合事務局長

田平支所市民協働課地域協働班長

田平支所市民協働課福祉保健班係長

田平支所市民協働課福祉保健班長

生涯学習課スポーツ振興班長

建設部建設課長

農林水産部農林課農務班係長

総務部理事兼財政課長

大島支所市民協働課福祉保健班長

福祉保健部長寿保険課介護保険班係長

教育委員会大島分室係長

大島支所市民協働課市民班長

平戸市民病院総務班係長

建設部建設課参事監（事務担当）

田平支所市民協働課参事監（地域協働担当）

田平支所産業建設課長



申
・
問
中
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☎
24‐
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２
２
１

「
ア
サ
リ
！
ど
っ
さ
り
！
潮
干
狩
り

大
会
」の
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す

申
・
問
シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど

　
　

  

☎
23‐

8
3
5
1

シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

労
働
災
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

長
崎
労
働
局
労
働
基
準
部
健
康
安
全
課

☎
０
９
５‐

８
０
１‐

０
０
３
２

問

平
戸
海
上
保
安
署

☎
22‐

３
９
９
７

問

海
上
保
安
学
校
・
海
上
保
安
大
学
校

の
学
生
を
募
集
し
ま
す

■２月末までの
　火災救急件数

（ 　）内は昨年同期（ 　）内は昨年同期

火災

救急

６件）

259件（276件）

■２月の交通事故

件　数

死　者

負傷者
（重傷）３名（軽傷）１名

（９件）

（  ０名）

（10名）

４件

０名

４名

■やらんば！平戸応援寄附金

■ひらどふれあい福祉基金

　○横浜市　牟田部　広之
　　平成24年３月21日現在
　　24件　845,000円

　○岩の上町　谷川　順子

(敬称略)

ご協力ありがとうございました。

　６件（
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受
験
資
格
、
試
験
地
、
試
験
内
容
な
ど
に
つ

い
て
は
、
平
戸
海
上
保
安
署
に
お
問
合
せ
い
た

だ
く
か
、
海
上
保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

海
上
保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ　
　
　

　

http://w
w
w
.kaiho.m

lit.go.jp/saiyou/bo

　

syu/nittei.htm
l

○
受
付
期
間

　

①
海
上
保
安
学
校（
特
別
：
10
月
入
校
）

　
　

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付　

　
　
　

４
月
２
日（
月
）〜
４
月
９
日（
月
）

　
　

・
郵
送
・
持
参

　
　
　

４
月
６
日（
金
）〜
４
月
11
日（
水
）

　

②
海
上
保
安
学
校

　
　

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

　
　
　

７
月
24
日（
火
）〜
８
月
２
日（
木
）

　
　

・
郵
送
・
持
参

　
　
　

７
月
30
日（
月
）〜
８
月
７
日（
火
）

　

③
海
上
保
安
大
学
校

　
　

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

　
　
　

８
月
30
日（
木
）〜
９
月
６
日（
木
）

　

・
郵
送
・
持
参

　
　
　

９
月
３
日（
月
）〜
９
月
11
日（
火
）

○
試
験
日
程（
一
次
試
験
）

　

①
海
上
保
安
学
校（
特
別
）　

５
月
20
日（
日
）

　

②
海
上
保
安
学
校　

９
月
30
日（
日
）

　

③
海
上
保
安
大
学
校　

11
月
３
日（
土
）・
４

　
　

日（
日
）

　

毎
年
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
う
大

好
評
の
イ
ベ
ン
ト「
ア
サ
リ
！
ど
っ
さ
り
！
潮

干
狩
り
大
会
」の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
ま
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
、
平
戸
の
春

の
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か
。

○
と　

き　
【
準
備
】４
月
21
日（
土
）

　
【
大
会
当
日
】４
月
22
日（
日
）の
２
日
間

○
と
こ
ろ　

千
里
ヶ
浜
海
水
浴
場

○
従
事
内
容　

海
岸
清
掃
、
ア
サ
リ
の
放
流
、

　

会
場
設
営
、
お
客
様
の
誘
導
な
ど

○
申
込
期
限　

４
月
16
日（
月
）

　

シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど
で
は
、
次
の
と
お
り
各

教
室
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル（
第
１
期
）

　

▼
小
学
生
コ
ー
ス（
各
１
時
間
）

　
　

①
火
・
水
・
木
・
金
曜
日　

午
後
４
時
30

 
 
 

分
〜
・
午
後
５
時
45
分
〜

　
　

②
土
曜
日　

午
前
11
時
〜
・
午
後
１
時
〜
・

　
　
　

午
後
２
時
15
分
〜

　

▼
幼
児
コ
ー
ス（
定
員
各
10
人
）

　
　

①
火
・
水
・
木
・
金
曜
日　

午
後
４
時
30

 
 
 

分
〜
午
後
５
時
30
分

　
　

②
土
曜
日　

午
後
１
時
か
ら
午
後
２
時

○
期　

間　

第
１
期（
４
月
〜
６
月
）第
２
期

　

 （
７
月
〜
９
月
）第
３
期（
10
月
〜
12
月
）　

　

第
４
期（
１
月
〜
３
月
）

○
料　

金　

週
の
受
講
回
数
に
よ
っ
て
異
な
り

　

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ア
ク
ア
ビ
ク
ス（
水
中
運
動
）教
室

○
対
象
者　

18
歳
以
上
の
男
女

○
曜　

日　

毎
週
火
・
水
・
木
曜
日

○
時　

間　

各
１
時
間

　
【
昼
の
部
】午
前
11
時
〜
・
午
後
２
時
〜　

　
【
夜
の
部
】午
後
７
時
10
分
〜

○
料　

金　

３
，
０
０
０
円（
月
額
）

　

年
々
労
働
災
害
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

特
に
、
被
災
者
の
半
数
が
50
歳
以
上
と
な
る
た

め
高
年
齢
労
働
者
へ
の
配
慮
が
必
要
で
す
。
雇

用
主
の
み
な
さ
ん
は
、
次
の
よ
う
な
対
策
を
講

じ
、
労
働
災
害
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

①
安
全
衛
生
管
理
体
制（
安
全
管
理
者
や
安
全

　

衛
生
推
進
者
な
ど
の
選
任
な
ど
）の
確
立

②
安
全
衛
生
教
育
、
雇
入
れ
時
教
育
の
実
施

③
４
Ｓ（
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・
清
潔
）活
動
の

　

習
慣
化

④
転
倒
、
墜
落
・
転
落
災
害（
通
路
、
階
段
、

　

は
し
ご
、
脚
立
な
ど
）の
防
止

⑤
腰
痛
対
策（
作
業
台
の
使
用
、
機
器
・
設
備

　

や
作
業
方
法
な
ど
の
改
善
）の
実
施

⑥
高
年
齢
労
働
者
へ
の
配
慮（
段
差
、
照
明
、

　

各
種
注
意
喚
起
の
掲
示
な
ど
）

【
平
戸
地
区
】

薄
本　

渉 

豊
路 

紐
差
第
2

堺
屋　

美
空 

昌
勝 

度
島
浦

小
値
賀　

詢
也 

丈
士 

津
吉
中
央

坂
野　

ま
り
ん 

晴
基 

梅
崎

青
﨑　

結
愛 

育
朗 

上
大
垣

岩
本　

龍
些 

雄 

宝
亀
第
3

大
畑　

聡
里 

安
司 

上
大
垣

久
保　

惺
義 

剛 

上
大
垣

小
﨑　

陽
仁 

喜
弘 

志
々
伎
浦

川
久
保　

成
崇 

辰
朗 

高
麗
町

原　
　

梨
歌 

康
洋 

西
の
久
保

板
村　

尚
春 

尚
幸 

下
大
垣

末
吉　

優
仁 

一
彦 

曲
り

井
手
口
直
緒
実 

一
弘 

船
木

松
永　

瑚
桃 

幸
喜 

高
島

森　
　

秀
人 

優
博 

度
島
浦

納
屋　

灯 

武
司 

宮
の
浦

【
生
月
地
区
】

川
渕　

倖
也 

慎
介 

山
田

川
上　

悠
希 

勝
久 

堺
目

【
田
平
地
区
】

石
橋　

舞
雪 

智
彦 

日
の
浦

小
林　

幸
太
郎 

伸
行 

小
手
田

中
島　

颯
史 

史
善 

万
場

後
藤　

琉 

智
徳 

永
田

【
大
島
地
区
】

井
元　

ハ
ニ
カ 

博
文 

的
山
浦

【
平
戸
地
区
】

濱
本　

マ
セ 

74
歳 

2
／
16 

獅
子
第
4

中
村　

宏
治 

55
歳 

2
／
17 

草
積

田
渕　

フ
ク 

92
歳 

2
／
22 

根
獅
子
第
2

大
浦　

和
俊 

67
歳 

2
／
23 

薄
香
浦

新
屋　

満
重 

45
歳 

2
／
24 

田
原
崎

塚
本　

ト
ミ
子 

72
歳 

2
／
24 

木
ヶ
津
第
2

志
水　

マ
サ
ヱ 

81
歳 

2
／
25 

上
大
垣

大
村　

ジ
ュ
ン 

88
歳 

2
／
26 

志
々
伎
浦

大
松　

市
寿 

47
歳 

2
／
27 

堤

坂
本　

ソ
メ 

95
歳 

2
／
27 

大
久
保

垣
元　

三
夫 

84
歳 

2
／
27 

西
の
久
保

瀨
尾　

ツ
ヤ 

96
歳 

2
／
28 

築
地

野
村　

安
雄 

78
歳 

3
／
1 

下
大
垣

中
村　
　
　
 

90
歳 

3
／
1 

草
積

豊
増　

ヱ
イ 

72
歳 

3
／
1 

曲
り

石
元　

ア
イ 

102
歳 

3
／
6 

上
中
津
良

石
田　

善
三 

87
歳 

3
／
6 

迎
紐
差

油
屋　

和
惠 

61
歳 

3
／
2 

崎
方
町

山
川　

留
市 

87
歳 

3
／
5 

鮎
川

滝
山　

橋
藏 

91
歳 

3
／
7 

根
獅
子
第
2

井
元　

ツ
ヤ 

84
歳 

3
／
7 

度
島
中
部

下
村　

イ
ネ 

90
歳 

3
／
8 

魚
の
棚
町

篠
﨑　

幸
二 

83
歳 

3
／
10 

戸
石
川

出
口　

彌
八 

95
歳 

3
／
11 

根
獅
子
第
2

輪
倉　

す
み
ゑ 

81
歳 

3
／
13 

上
大
垣

俵
屋　

哲
男 

76
歳 

3
／
13 

大
野

宮
﨑　

次
男 

78
歳 

3
／
13 

下
中
津
良     

坂
東　

温
則 

93
歳 

3
／
13 

魚
の
棚
町

谷
田　

浪
一 

88
歳 

3
／
13 

幸
の
浦

宮
川　

力
義 

76
歳 

3
／
14 

宮
の
浦

【
生
月
地
区
】

豊
増　

キ
ミ
エ 

89
歳 

2
／
21 

壱
部

濵
田　

惣
市 

80
歳 

2
／
22 

浦
北

中
村　

宮
子 

74
歳 

3
／
1 

壱
部

西
村　

國
三 

102
歳 

3
／
2 

山
田

石
山　

ト
シ 

84
歳 

3
／
3 

壱
部

松
田　

喜
美
枝 

78
歳 

3
／
12 

堺
目

【
田
平
地
区
】

川
田　

ミ
テ
ル 

91
歳 

2
／
7 

永
久
保

河
上　

恵
子 

61
歳 

2
／
28 

坊
田

岩
﨑　

圭
司 

74
歳 

2
／
29 

小
崎

瀨
上　

菅
夫 

72
歳 

3
／
1 

山
内

鶴　
　

正
也 

90
歳 

3
／
2 

下
里

瀧
下　

フ
ミ
エ 

77
歳 

3
／
13 

永
久
保

髙
田　

展
生 

87
歳 

3
／
14 

福
崎

【
大
島
地
区
】

山
口　

幸
江 

71
歳 

3
／
1 

大
根
坂

髙
瀬　

清
子 

79
歳 

3
／
6 

的
山
浦

江
口　

カ
ズ
子 

87
歳 

3
／
6 

東
神
浦

藤
田　

光
雄 

82
歳 

3
／
7 

的
山
在

川
久
保　

健 

47
歳 

3
／
10 

的
山
浦

　
　
　
　
　
　
　
（
２
／
16
〜
３
／
15
受
付
分
）

う
す
も
と 

わ
た
る 

と
よ
み
ち

さ
か
い
や 

み　

く 

ま
さ
か
つ

　
お　

じ　

か 

じ
ゅ
ん
や 

た
け　
し

さ
か　
の 

 

は
る　
き

あ
お
さ
き 

ゆ　

あ 

い
く
ろ
う

い
わ
も
と 

り
ゅ
う
さ 

ゆ
う

お
お
は
た 

さ
と　
り 

や
す
し

　
く　

ぼ 

せ
い　
ぎ 

つ
よ
し

　
こ　
さ
き 

は
る　
と 

よ
し
ひ
ろ

か
わ　
く　

ぼ 

な
り
た
か 

た
つ
ろ
う

は
ら 

り　

か 

や
す
ひ
ろ

い
た
む
ら 

ひ
さ
は
る 

な
お
ゆ
き

す
え
よ
し 

ま
さ　
と 

か
ず
ひ
こ

い
で　
ぐ　

ち　

な　

お　

み 

か
ず
ひ
ろ

ま
つ
な
が 

こ　
も
も 

こ
う　
き

も
り 

ひ
で　
と 

ま
さ
ひ
ろ　

　
な　

や 

あ
か
り 

た
け　
と

か
わ
ぶ
ち 

し
い　
な 

し
ん
す
け

か
わ
か
み 

ゆ　

き 

か
つ
ひ
さ

い
し
ば
し 

ま　
ゆ
き 

と
も
ひ
こ

こ
ば
や
し 

こ
う　
た　
ろ
う 

の
ぶ
ゆ
き

な
か
し
ま 

そ
う　
し 

ふ
み
よ
し

　
ご　
と
う 

る
い 

と
も
の
り

い
の
も
と 

 

ひ
ろ
ふ
み

は
ま
も
と

な
か
む
ら 

こ
う　
じ

　
た　
ぶ
ち

お
お
う
ら 

か
ず
と
し

し
ん　
や 

み
つ
し
げ

つ
か
も
と

　
し　
み
ず

お
お
む
ら

お
お
ま
つ 

い
ち
じ
ゅ

さ
か
も
と

か
き
も
と 

み
つ　
お

　
せ　

お

　
の　
む
ら 

や
す　
お

な
か
む
ら 

は
つ　
よ

と
よ
ま
す

い
し
も
と

い
し　
だ 

ぜ
ん
ぞ
う

あ
ぶ
ら
や 

か
ず　
え

や
ま
か
わ 

と
め
い
ち

た
き
や
ま 

は
し
ぞ
う

い
の
も
と

し
も
む
ら

し
の
ざ
き 

こ
う　
じ

い
で
ぐ
ち 

や　
は
ち

　
わ　
ぐ
ら

た
わ
ら
や 

て
つ　
お

み
や
ざ
き 

つ
ぎ　
お

ば
ん
ど
う 

や
す
の
り

た
に　
だ 

な
み
い
ち

み
や
が
わ 

り
き
よ
し

と
よ
ま
す

は
ま　
だ 

そ
う
い
ち

な
か
む
ら 

み
や　
こ

に
し
む
ら 

く
に
ぞ
う

い
し
や
ま

ま
つ　
だ 

き　

み　

え

か
わ　
だ

か
わ
か
み 

け
い　
こ

い
わ
さ
き 

け
い　
し

　
せ　
が
み 

す
が　
お

つ
る 

ま
さ　
や

た
き
し
た

た
か　
た 

の
ぶ　
お

や
ま
ぐ
ち 

ゆ
き　
え

た
か　
せ 

き
よ　
こ

　
え　
ぐ
ち

ふ
じ　
た 

み
つ　
お

か
わ　
く　

ぼ 

た
け
し


